
おいしい水と、うまい空気で、人とお米が育つまち
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おいしい手料理

【サケの簡単チャンチャン焼き】

【ルバーブを使った食パンカナッペ】

▼アイアンマンレース世界選手権に向けて鋭気

▼「君の椅子」のデザイナーが児童に木偶人形作りを指南
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第2回東川大写真展入選作品から

「落ち葉のぬくもり」
佐藤有芳さん（釧路市）撮影

CONTENTS
アイアンマンレース世界選手権に向けて鋭気
○トライアスリート・塩野選手（東京ヴェルディ）、東川合宿

まち・タウン
○「君の椅子」のデザイナーが児童に木偶人形作りを指南
○大阪市立工芸高が修学旅行で来町―写真甲子園の撮影ステージ巡って大満足
○昨年より２日早い「ほしのゆめ」初出荷、全量１等米の高品質
○満30年目の神饌田で豊作稲刈り　　ほか

東川町の株主さんを募集しています

今、生き生きと
○写真家　飯塚達央

町長コラム「飲水思源（いんすいしげん）」
○写真甲子園と「子」の年を思う
◇短歌・俳句
◇新刊図書・ビデオ案内

Dr.中田の「健康にばんざい」
○生活習慣病を防ごう⑨

大雪山の素顔
○天人峡登山道と熊の沢…旭岳ビジターセンター管理主任　菊地　基

カナダからの風にのせて
○「コミュニケーションと時差」…英語指導助手　リンズィー・マクドナルド
○エイゴのマナビカタ
　　第53回「シンクロニシティー」…英語教育指導員　宮地晶子

町の風　雑記抄
○「重みのある言葉」…前中央分館長　尾池隆男

東川町に光がやってくる!!
くらし・ネットワーク
○国民年金保険料の収納業務が民間委託になります！
○乳幼児、重度心身障がい者の医療費をそれぞれ助成拡大します
○休日、夜間の納付相談窓口を開設します
○臨時職員（給食調理員）の募集　　ほか

子育てチャンネル
○「叱るカウンセリング」…北海道東川高等学校　井上　司

保健だより
○注目され始めたノルディックウォーキング

おいしい手料理
○「サケの簡単チャンチャン焼き・ルバーブを使った食パンカナッペ」…中田秀子

　収益金は市町村の
明るいまちづくり、
環境対策、高齢化対
策など地域住民の福
祉向上のために使わ
れます。

オータムジャンボ宝くじ
1等前後賞合わせて2億円

●１等
●１等の前後賞
●１等の組違い賞
●２等
●３等
●４等
●５等
●６等

1億5,000円
2,500万円
1 0 万 円
1,000万円
1 0 0 万 円
1 0 万 円
10 ,000円
3 , 0 0 0円

13本
26本

1,287本
130本

1,300本
13,000本
39万本

400万本

：
：
：
：
：
：
：
：

×
×
×
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×

販売価格
発売期間

抽 選 日

300円/1枚
9月29日(月)～10月17日(金)まで
（最終日前に売り切れとなる場合もご
　ざいますのでご了承ください）
10月22日(水)
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ト
ラ
イ
ア
ス
リ
ー
ト
・
塩
野
選
手
（
東
京
ヴ
ェ
ル
デ
ィ
）
、

ア
イ
ア
ン
マ
ン
レ
ー
ス
世
界
選
手
権
に
向
け
て
鋭
気

　

国
内
屈
指
の
女
性
長
距
離
ト
ラ
イ
ア
ス
リ
ー
ト
、
塩
野
絵
美
選
手
（
28
）
＝

東
京
ヴ
ェ
ル
デ
ィ
・
ト
ラ
イ
ア
ス
ロ
ン
セ
ッ
シ
ョ
ン
チ
ー
ム
所
属
＝
が
、
ア
イ
ア
ン

マ
ン
レ
ー
ス
世
界
選
手
権
出
場
に
向
け
て
、
9
月
1
日
か
ら
同
月
22
日
ま

で
3
週
間
に
わ
た
っ
て
初
の
東
川
合
宿
を
し
ま
し
た
。
塩
野
選
手
の
合
宿

を
期
に
、
も
っ
と
ス
ポ
ー
ツ
に
親
し
め
る
町
に
―
と
ス
ポ
ー
ツ
選
手
の
夏
季
合

宿
積
極
誘
致
に
前
向
き
な
動
き
も
出
始
め
て
き
ま
し
た
。

ト
ラ
イ
ア
ス
リ
ー
ト
・
塩
野
選
手
（
東
京
ヴ
ェ
ル
デ
ィ
）
、

東
川
で
初
合
宿

　

合
宿
期
間
中
の
ベ
ー
ス
キ
ャ
ン
プ
は
町

内
の
男
子
学
生
寮
「
マ
・
メ
ゾ
ン
」
。
毎

朝
午
前
５
時
過
ぎ
に
起
床
し
、
朝
食
は
早

朝
６
時
。
そ
の
後
午
前
中
に
バ
イ
ク
（
自

転
車
）
と
町
内
ラ
ン
ニ
ン
グ
、
昼
食
後
は

Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー
プ
ー
ル
で
ス
イ
ム

練
習
を
毎
日
こ
な
し
ま
し
た
。

　

練
習
時
間
は
１
日
７
|
８
時
間
に
も
及

び
ま
す
。
日
に
よ
っ
て
練
習
メ
ニ
ュ
ー
を

変
え
な
が
ら
、
１
時
間
３

千
㍍
の
ス
イ
ム
、
３
時
間

30
㌔
㍍
の
ラ
ン
ニ
ン
グ
、

１
時
間
で
25
㌔
㍍
程
度
の

ゆ
っ
く
り
と
し
た
ペ
ー
ス

の
バ
イ
ク
練
習
な
ど
を
繰

り
返
し
徐
々
に
体
調
を
ベ

ス
ト
に
。
旭
岳
に
向
か
う

厳
し
い
上
り
山
岳
路
は
片

道
12
㌔
㍍
。
一
気
に
標
高

約
千
６
０
０
㍍
地
点
ま
で

上
る
か
な
り
負
荷
が
か
か
る
コ
ー
ス
。
こ

れ
も
良
い
練
習
コ
ー
ス
で
す
。

　

こ
の
時
期
に
１
カ
所
で
長
期
合
宿
を
行

っ
た
の
は
初
め
て
。
と
い
う
の
も
、
世
界

の
頂
点
大
会
へ
の
出
場
が
目
前
に
迫
っ
て

い
る
か
ら
で
す
。

　

そ
の
大
会
と
は
毎
年
ハ
ワ
イ
で
開
催
の

ア
イ
ア
ン
マ
ン
レ
ー
ス
世
界
選
手
権
大
会

（
10
月
11
日
、
米
国
ハ
ワ
イ
州
コ
ナ
）
。

各
国
の
ト
ラ
イ
ア
ス
ロ
ン
大
会

で
上
位
入
賞
し
て
出
場
権
を
獲

得
し
た
選
手
わ
ず
か
１
８
０
０

人
が
出
場
で
き
る
ト
ラ
イ
ア
ス

ロ
ン
大
会
の
頂
点
レ
ー
ス
で
す
。

　

水
泳
２
・
４
マ
イ
ル
（
約

３
・
８
６
㌔
㍍
）
、
自
転
車
１

１
２
マ
イ
ル
（
約
１
８
０
㌔

㍍
）
、
マ
ラ
ソ
ン
26
・
２
マ
イ

ル
（
42
・
１
9
５
㌔
㍍
）
で
タ

イ
ム
を
競
い
ま
す
。

　

今
年
の
ア
イ
ア
ン
マ
ン
・
ニ
ュ
ー
ジ
ー

ラ
ン
ド
大
会
（
3
月
）
で
、
９
時
間
23
分

26
秒
と
自
己
ベ
ス
ト
を
更
新
し
て
女
子
総

合
3
位
入
賞
。
大
会
出
場
権
を
獲
得
し
ま

し
た
。

　

一
人
だ
け
で
の
道
内
初
合
宿
で
し
た
が
、

充
実
し
た
合
宿
に
な
っ
た
よ
う
で
す
。
旭

川
市
内
な
ど
地
元
の
ト
ラ
イ
ア
ス
リ
ー
ト

仲
間
が
練
習
中
に
伴
走
し
て
く
れ
た
り
、

観
光
地
の
美
瑛
の
丘
め
ぐ
り
を
し
た
り
、

旭
岳
に
登
っ
た
り
―
。
後
半
に
は
、
「
大

雪
山
忠
別
湖
ト
ラ
イ
ア
ス
ロ
ン
ｉ
ｎ
ひ
が

し
か
わ
大
会
」
に
2
年
連
続
出
場
し
た
沢

田
愛
里
選
手
（
28
）
＝
札
幌
、
Ｊ
Ｒ
北
海

道
＝
が
3
日
間
一
緒
に
練
習
に
参
加
し
て

く
れ
ま
し
た
。

 

　
　

◇

　

ト
ラ
イ
ア
ス
ロ
ン
選
手
の
町
内
合
宿
は
、

今
年
の
第
２
回
大
雪
山
忠
別
湖
ト
ラ
イ
ア

ス
ロ
ン
ｉ
ｎ
ひ
が
し
か
わ
」
大
会
（
８
月

10
日
）
で
優
勝
し
た
益
田
大
貴
選
手
（
湘

南
ベ
ル
マ
ー
レ
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
）
ら
４

選
手
が
、
数
日
間
の
大
会
直
前
調
整
合
宿

を
行
っ
て
以
来
。
本
格
的
な
長
期
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
合
宿
は
初
め
て
で
す
。

　

町
内
で
の
ス
ポ
ー
ツ
合
宿
は
、
旭
岳
温

泉
地
区
の
ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク
ス
キ
ー
コ
ー
ス

で
毎
年
距
離
ス
キ
ー
の
国
内
強
化
合
宿
な

ど
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
そ
れ
以

外
の
競
技
ス
ポ
ー
ツ
で
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
合

宿
は
初
め
て
。

　

旭
川
市
内
な
ど
を
含
め
た
地
元
関
係
者

は
「
旭
川
空
港
か
ら
も
至
近
距
離
で
移
動

利
便
性
が
良
く
、
本
州
に
比
べ
て
涼
し
い

気
象
条
件
の
中
で
高
低
差
が
あ
る
ロ
ー
ド

練
習
コ
ー
ス
設
定
が
で
き
る
」
と
今
後
ア

ス
リ
ー
ト
選
手
の
町
内
夏
季
合
宿
の
受
け

入
れ
に
前
向
き
で
す
。

　

塩
野
選
手
の
ブ
ロ
グ

http://am
eblo.jp/em

i-shiono/
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９
月
10
日
、
今
年
の
町
内
米
出
荷
が
始

ま
り
ま
し
た
。
ト
ッ
プ
を
切
っ
て
出
荷
し

た
の
は
西
部
第
一
農
事
組
合
の
泉
栄
さ
ん

（
56
）
。
こ
の
日
は
水
田
４
・
５
㌶
の
中

か
ら
66
袋
（
１
袋
30
㌔
㌘
）
を
出
荷
し
、

全
量
１
等
米
で
好
ス
タ
ー
ト
。
15
日
に
行

わ
れ
た
新
米
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
で
販
売
す
る

た
め
の
東
川
米
「
ほ
し
の
ゆ
め
」
と
し
て

の
出
荷
で
す
。
昨
年
よ
り
２
日
早
く
、
上

川
管
内
ト
ッ
プ
を
切
っ
て
の
出
荷
に
な
り

ま
し
た
。

　

輝
き
の
あ
る
米
に
必
要
な
水
分
量
は
、

基
準
値
内
に
ピ
ッ
タ
リ
と
収
ま
っ
て
15
・

３
％
、
お
い
し
さ
の
基
準
と
な
る
タ
ン
パ

ク
含
有
量
は
、
国
内
産
上
位
品
種
に
匹
敵

す
る
６
％
、
粘
り
の
基
準
を
図
る
ア
ミ
ロ

ー
ス
含
有
量
は
21
・
３
％
な
ど
と
「
実
が

大
き
く
ス
ー
パ
ー
級
の
品
質
」
と
太
鼓
判

の
結
果
。
東
川
町
農
協
集
出
荷
セ
ン
タ
ー

に
は
松
岡
市
郎
町
長
、
板
谷
重
徳
東
川
町

農
協
組
合
長
も
駆
け
つ
け
、
好
ス
タ
ー
ト

　
の
結
果
に
目
を
細
め
ま
し
た
。

　

昨
年
は
平
年
並
み
収
量
で
し
た
が
、
今

年
の
収
量
は
「
や
や
良
」
（
８
月
下
旬
現

在
）
と
好
調
。
不
稔
も
少
な
く
、
手
ご
た

え
を
感
じ
る
出
来
秋
で
す
。
９
月
の
収
穫

期
に
お
お
む
ね
好
天
が
続
い
た
町
内
は
、

順
調
に
米
の
登
熟
が
進
み
、
20
日
前
後
を

最
盛
期
に
刈
り
入
れ
作
業
が
順
調
に
進
み

ま
し
た
。

　

東
川
町
農
協
に
よ
る
と
、
今
年
の
新
米

入
庫
予
定
数
量
は
、
割
り
当
て
限
度
数
量

20
万
８
千
俵
の
う
ち
、
主
食
用
米
17
万
１

８
５
２
俵
（
１
俵
60
㌔
㌘
）
。
良
好
な
出

荷
が
続
い
て
お
り
、
最
終
的
に
は
昨
年
よ

り
相
当
の
収
量
増
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

航
路
線
４
地
域
（
札
幌
、
函

館
、
旭
川
、
女
満
別
）
で
そ

れ
ぞ
れ
植
樹
す
る
こ
と
に
な

り
、
そ
の
う
ち
の
1
カ
所
と

し
て
本
町
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

　

調
印
式
は
、
坂
口
収
支
庁

長
の
立
会
い
で
淡
路
社
長
と

長
原
淳
副
町
長
が
森
林
整
備

に
関
す
る
協
定
書
に
調
印
し

ま
し
た
。

　

植
樹
祭
は
10
月
18
日
（
土
）
、
東
３
号

北
６
線
の
町
有
地
で
行
う
予
定

で
す
。
町
の
「
ふ
る
さ
と
の
森
」

整
備
計
画
の
予
定
地
に
な
っ
て

い
ま
す
。
当
日
は
同
所
の
約
１

㌶
に
「
エ
ア
･
ド
ゥ
絆
の
森
」

と
し
て
ミ
ズ
ナ
ラ
、
シ
ラ
カ
バ
、

ヤ
チ
ダ
モ
５
０
０
本
を
植
樹
予

定
で
す
。

　

北
海
道
国
際
航
空
＝
エ
ア
･
ド
ゥ
（
札

幌
、
淡
路
均
社
長
）
が
「
東
京
（
羽
田
）

|
札
幌
（
千
歳
）
」
間
に
定
期
航
空
便
を

就
航
し
て
今
年
10
周
年
を
迎
え
る
の
を
記

念
し
て
、
町
内
に
記
念
植
樹
を
す
る
こ
と

に
な
り
、
9
月
9
日
上
川
支
庁
で
植
樹
調

印
式
が
あ
り
ま
し
た
。

　

道
が
提
唱
す
る
「
ほ
っ
か
い
ど
う
企
業

の
森
林
づ
く
り
」
に
呼
応
し
、
道
内
の
就

　

9
月
15
日
、
キ
ト
ウ

シ
森
林
公
園
で
町
、
東

川
町
農
協
な
ど
が
共
催

し
て
新
米
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
が
開
か
れ
ま
し
た
。

　

今
や
出
来
秋
の
恒
例

行
事
。
ト
ッ
プ
を
切
っ

て
産
地
直
売
の
お
い
し
い
新
米
が
食
べ
ら

れ
る
と
あ
っ
て
、
旭
川
市
内
や
近
郊
の
町

ば
か
り
で
な
く
、
「
毎
年
楽
し
み
に
し
て

い
る
」
と
遠
く
札
幌
市
内
か
ら
訪
れ
た
人

の
姿
も
。

　

８
レ
ー
ン
に
仕
切
っ
た
ド
ラ
イ
ブ
ス
ル

ー
の
新
米
受
け
渡
し
口
は
、
混
雑
も
な
く

順
調
な
受
け
渡
し
。
新
米
の
予
約
量
は
23

ト
ン
に
達
し
、
１
袋
10
㌔
㌘
入
り
の
米
袋  

　

を
１
人
で
10
袋
、
20
袋

と
買
い
入
れ
る
人
の
姿

も
。
本
州
送
り
な
ど
の

発
送
を
受
け
付
け
る
会

場
の
宅
配
便
臨
時
受
け

付
け
も
好
調
で
し
た
。

　

休
日
の
レ
ジ
ャ
ー
を

か
ね
て
訪
れ
た
家
族
連
れ
い
っ
ぱ
い
の
ス

テ
ー
ジ
会
場
で
は
、
新
米
が
当
た
る
「
み

ん
な
で
じ
ゃ
ん
け
ん
大
会
」
、
束
ね
た
稲

わ
ら
を
投
げ
て
そ
の
距
離
を
競
う
「
稲
わ

ら
投
て
き
選
手
権
」
、
地
元
バ
ン
ド
・
Ｒ

２
１
２
の
ラ
イ
ブ
演
奏
な
ど
楽
し
い
催
し

も
目
白
押
し
。
食
欲
の
秋
も
満
喫
し
、
３

連
休
最
後
の
一
日
を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

好
評
新
米
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
、好
天
に
恵
ま
れ
家
族
連
れ
で
今
年
も
に
ぎ
わ
い

好
評
新
米
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
、好
天
に
恵
ま
れ
家
族
連
れ
で
今
年
も
に
ぎ
わ
い

　

「
君
の
椅
子
」
２
０
０
８
年
モ
デ
ル
の

デ
ザ
イ
ン
を
担
当
し
た
造
形
作
家
、
前
川

秀
樹
氏
（
41
）
＝
茨
城
県
在
住
＝
が
9
月

18
、
19
の
両
日
来
町
し
、

東
川
第
二
小
で
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
「
木
偶
（
で

く
）
の
棒
を
つ
く
ろ
う
」

講
座
を
開
き
ま
し
た
。

君
の
椅
子
が
取
り
持
つ

縁
で
初
め
て
の
来
町
が

実
現
し
ま
し
た
。

　

手
作
り
の
木
偶
人
形

制
作
テ
ー
マ
は
「
自
分

に
と
っ
て
の
神
様
を
作

ろ
う
」
。
近
く
か
ら
前

日
切
り
出
し
て
用
意
し
た
シ
ラ
カ
バ
の
小

枝
や
細
い
幹
を
、
５
、
６
年
生
15
人
が
彫

刻
刀
や
ノ
ミ
を
使
っ
て
思
い
思
い
の
ヒ
ト

型
人
形
を
作
り
ま
し
た
。

　

「
木
偶
と
い
う
テ
ー
マ
は
、
幅
広
い
人

た
ち
が
参
加
で
き
る
」
と

前
川
さ
ん
が
こ
こ
２
、
３

年
間
各
地
で
開
い
て
き
た

講
座
で
積
極
的
に
扱
っ
て

き
た
テ
ー
マ
だ
そ
う
で
す
。

　

「
子
ど
も
た
ち
は
初
め

て
刃
物
を
本
格
的
に
扱
っ

た
は
ず
。
刃
物
は
危
な
い
、

と
最
初
に
説
明
し
て
あ
る

の
で
、
慎
重
に
作
業
し
て

く
れ
た
。
刃
物
を
使
う
と

い
う
こ
と
も
、
子
ど
も
た

ち
へ
の
ひ
と
つ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
に
な
り
ま

す
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　

８
月
28
日
か
ら
４
日
間
、
農
村
環
境
改

善
セ
ン
タ
ー
で
「
伊
能
忠
敬
大
図
フ
ロ
ア

展
ｉ
ｎ
ひ
が
し
か
わ
」

が
開
か
れ
ま
し
た
。

　

国
土
地
理
院
北
海
道

地
方
測
量
部
、
上
川
調

査
設
計
協
会
（
旭
川
、

山
根
力
会
長
）
が
中
心

と
な
っ
て
「
測
量
の
日
」

（
６
月
３
日
）
の
記
念

事
業
と
し
て
開
き
ま
し

た
。

　

蝦
夷
地
部
分
の
展
示
は
、
札
幌
、
帯
広
、

留
萌
、
旭
川
に
次
い
で
５
カ
所
と
い
う
数

少
な
い
公
開
展
示
で
す
。

　

社
会
科
授
業
で
訪
れ
た
東
川
小
児
童
は
、

ホ
ー
ル
い
っ
ぱ
い
に
広
が
る
蝦
夷
地
大
図

　
の
大
き
さ
に
び
っ
く
り
。

　

50
歳
で
天
文
学
を
学
び
始
め
、
江
戸
末

期
の
１
８
０
０
（
寛
政
12
）
年
、

55
歳
で
全
国
測
量
を
始
め
ま
し

た
。
71
歳
ま
で
17
年
間
10
次
に

わ
た
っ
て
全
国
約
４
万
４
千
㌔

㍍
（
地
球
一
周
は
約
4
万
㌔
㍍
）

を
測
量
し
ま
し
た
。
73
歳
の
没

後
３
年
を
経
た
１
８
２
１
（
文

政
４
）
年
、
弟
子
た
ち
の
手
で

日
本
大
図
が
完
成
し
ま
し
た
。

　

原
図
は
江
戸
城
大
火
災
（
明

治
６
年
）
と
関
東
大
震
災
（
大
正
12
年
）

で
消
失
。
現
存
し
て
い
る
の
は
米
国
国
会

図
書
館
に
あ
っ
た
２
０
７
枚
な
ど
、
２
１

４
枚
（
蝦
夷
地
34
枚
）
の
複
製
図
で
す
。

「
君
の
椅
子
」の
デ
ザ
イ
ナ
ー
が
児
童
に
木
偶
人
形
作
り
を
指
南

「
君
の
椅
子
」の
デ
ザ
イ
ナ
ー
が
児
童
に
木
偶
人
形
作
り
を
指
南

日
本
地
図
製
作
の
偉
業
を
振
り
返
る
伊
能
忠
敬
大
図
フ
ロ
ア
展

日
本
地
図
製
作
の
偉
業
を
振
り
返
る
伊
能
忠
敬
大
図
フ
ロ
ア
展

昨
年
よ
り
２
日
早
い「
ほ
し
の
ゆ
め
」初
出
荷
、全
量
１
等
米
の
高
品
質

昨
年
よ
り
２
日
早
い「
ほ
し
の
ゆ
め
」初
出
荷
、全
量
１
等
米
の
高
品
質

エ
ア
･
ド
ゥ
が
町
内
に
記
念
植
樹
の
調
印

エ
ア
･
ド
ゥ
が
町
内
に
記
念
植
樹
の
調
印

て
い
く
氷
彫
刻
に
、
生
徒
た
ち
の

目
が
釘
付
け
。
こ
の
あ
と
挑
戦
し

た
氷
彫
刻
の
出
来
栄
え
は
、
芸
術

系
学
校
の
生
徒
だ
け
あ
っ
て
デ
ザ

イ
ン
感
覚
み
ご
と
な
作
品
が
出
来

上
が
り
ま
し
た
＝
写
真
＝
。

　

美
瑛
の
丘
め
ぐ
り
サ
イ
ク
リ
ン

グ
、
か
ぼ
ち
ゃ
収
穫
体
験
、
富
良

野
市
内
で
川
下
り
ラ
フ
テ
ィ
ン
グ
、
乗
馬

体
験
、
ソ
ー
セ
ー
ジ
、
ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム

作
り
、
旭
山
動
物
園
見
学
な
ど
盛
り
だ
く

さ
ん
の
体
験
メ
ニ
ュ
ー
に
も
大
満
足
。

　

同
校
は
、
過
去
15
回
の
写
真
甲
子
園
開

催
中
、
最
多
の
出
場
11
回
を
数
え
て
い
ま

す
。
う
ち
４
回
準
優
勝
を
収
め
、
本
町
に

馴
染
み
深
い
高
校
で
す
。

「
四
季
彩
の
丘
」
「
就
実
の
丘
」

な
ど
、
次
々
と
広
が
る
雄
大
で

美
し
い
大
自
然
の
撮
影
ス
ポ
ッ

ト
に
「
い
つ
ま
で
も
こ
こ
に
い

た
い
」
と
い
う
感
想
の
声
も
。

　

天
人
峡
温
泉
の
ホ
テ
ル
で
は
、

氷
土
会
メ
ン
バ
ー
が
チ
ェ
ン
ソ

ー
１
本
で
見
る
間
に
作
り
上
げ

大
阪
市
立
工
芸
高
が
修
学
旅
行
で
来
町
―
写
真
甲
子
園
の
撮
影
ス
テ
ー
ジ
巡
っ
て
大
満
足

大
阪
市
立
工
芸
高
が
修
学
旅
行
で
来
町
―
写
真
甲
子
園
の
撮
影
ス
テ
ー
ジ
巡
っ
て
大
満
足今年も好評、新米キャンペーン

　

写
真
甲
子
園
の
出
場
校
と
し
て
馴
染
み

深
い
大
阪
市
立
工
芸
高
校
（
吉
村
俊
昭
校

長
）
の
生
徒
一
行
約
２
５
０
人
が
、
９
月

18
日
か
ら
21
日
ま
で
３
泊
４
日
間
、
大
会

の
撮
影
ス
テ
ー
ジ
を
巡
る
ユ
ニ
ー
ク
プ
ラ

ン
の
修
学
旅
行
で
町
内
を
訪
れ
ま
し
た
。

　

旭
岳
姿
見
の
池
周
辺
、
天
人
峡
、
美
瑛

町
内
の
十
勝
岳
望
岳
台
、
千
代
田
牧
場
、
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８
月
31
日
、
東
川

町
農
協
主
催
の
第
６

回
て
っ
ぺ
ん
祭
り
が

同
農
協
駐
車
場
の
特

設
会
場
な
ど
で
開
か

れ
ま
し
た
。

　

夏
の
名
残
の
暑
さ

と
祭
り
日
和
の
晴
天

が
戻
り
ま
し
た
。
旭

川
市
内
方
面
か
ら
会

場
ま
で
の
幹
線
道
路

は
、
来
場
者
の
マ
イ

カ
ー
で
朝
早
く
か
ら
数
珠
つ
な
が
り
で
混

雑
す
る
に
ぎ
わ
い
ぶ
り
。

　

農
家
直
売
の
新
鮮
野
菜
は
午
前
10
時
半

過
ぎ
に
早
く
も
売
れ
切
れ
、
冷
や
し
う
ど

ん
や
特
製
釜
飯
、
旭
川
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル

の
出
張
レ
ス
ト
ラ
ン
特
製
ス
ー
プ
カ
レ
ー
、

豚
丼
な
ど
の
コ
ー
ナ
ー
は
、
40
分
か
ら
1

時
間
待
ち
と
い
う
長
蛇
の
列
が
で
き
ま
し

た
。

　

ス
テ
ー
ジ
で
は
、
羽
衣
太
鼓
を
皮
切
り

に
町
内
各
小
学
校
の
出
演
。
東
川
小
ス
ク

ー
ル
バ
ン
ド
、
一
小
太
鼓
（
第
一
小
）
、

一
輪
車
乗
り
披
露
（
第
三
小
）
、
越
中
踊

り
子
ど
も
保
存
会
（
第
二
小
）
の
越
中
踊

り
「
せ
り
込
み
蝶
六
」
が
そ
れ
ぞ
れ
会
場

を
沸
か
せ
ま
し
た
。

　

プ
ロ
歌
手
の
歌
謡
シ
ョ
ー
、

陸
上
自
衛
隊
第
2
音
楽
隊
演

奏
、
子
ど
も
紙
飛
行
機
飛
ば

し
ゲ
ー
ム
、
早
食
い
競
争
、

ア
マ
チ
ュ
ア
農
民
バ
ン
ド
演

奏
な
ど
、
多
彩
な
催
し
も
目

白
押
し
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

　

て
っ
ぺ
ん
祭
り
フ
ォ
ト
コ

ン
テ
ス
ト
の
ゴ
ー
ル
ド
て
っ

ぺ
ん
賞
は
、
町
内
の
関
口
麗

子
さ
ん
の
作
品
「
朝
だ

よ
！
」
、
子
ど
も
部
門
は
親

子
で
ト
ラ
イ
ア
ス
ロ
ン
大
会
に
参
加
の
た

め
来
町
し
た
野
中
梢
ち
ゃ
ん
（
小
学
校
3

年
）
＝
札
幌
市
＝
の
作
品
「
夕
日
の
案
山

子
」
が
受
賞
し
ま
し
た
。

　

点
多
い
２
９
０
点
が
出
品
さ

れ
ま
し
た
。
団
体
賞
1
位
に

は
旭
川
商
業
高
校
、
２
位
は

地
元
東
川
高
校
、
富
良
野
緑

峰
高
校
が
入
り
ま
し
た
。
旭

川
商
業
高
校
、
東
川
高
校
は

連
続
入
賞
で
す
。

　

文
化
ギ
ャ
ラ
リ
ー
で
は
出

品
作
品
が
公
開
展
示
さ
れ
ま

し
た
。
最
優
秀
賞
に
輝
い
た
阿
部
桃
子
さ

ん
（
旭
川
商
業
高
２
年
）
の
「
夕
映
え
に

響
く
」
を
は
じ
め
、
旭
川
商
業
高
の
生
徒

作
品
が
上
位
入
賞
を
占
め
、
作
品
の
完
成

度
の
高
さ
を
印
象
付
け
て
い
ま
す
。

　

最
終
日
は
、
参
加
校
の
写
真
部
生
徒
約

２
０
０
人
が
参
加
し
て
農
村
環
境
改
善
セ

ン
タ
ー
で
開
会
式
、
研
究
大
会
を
開
催
。

今
年
の
作
品
講
評
と
昨
年
の
東
川
賞
特
別

賞
の
受
賞
写
真
家
、
山
田
博
之
氏
（
旭
川

市
在
住
）を
迎
え
て
講
演
会
を
開
き
ま
し
た
。

　

９
月
６
日
か
ら
11
日
ま
で

6
日
間
、
東
川
町
文
化
ギ
ャ

ラ
リ
ー
、
農
村
環
境
改
善
セ

ン
タ
ー
を
会
場
に
、
今
年
の

北
海
道
高
等
学
校
文
化
連
盟

上
川
支
部
写
真
展
、
研
究
大

会
が
開
か
れ
ま
し
た
。

　

上
川
管
内
の
高
校
15
校
の

写
真
部
か
ら
、
昨
年
よ
り
40

　
　

９
月
６
、
７
の
両
日
、
キ
ト
ウ
シ
森

林
公
園
で
第
45
回
く
ら
し
楽
し
く
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
〜
秋
の
収
穫
感
謝
祭
が
開
か
れ

ま
し
た
。

　

秋
晴
れ
の
1
日
目
は
初
秋
の
陽
気
に
誘

わ
れ
人
出
も
絶
好
調
。
２
日
目
は
曇
天
な

が
ら
午
後
に
は
天
候
が
回
復
し
、
家
族
連

れ
の
姿
で
会
場
が
に
ぎ
わ

い
ま
し
た
。

　

メ
ー
ン
の
フ
リ
ー
マ
ー

ケ
ッ
ト
は
、
約
２
７
０
店

の
参
加
申
し
込
み
と
な
り
、

衣
料
品
や
家
庭
用
雑
貨
を

中
心
に
し
た
リ
サ
イ
ク
ル

掘
り
出
し
品
を
目
当
て
に
、

旭
川
市
内
な
ど
か
ら
家
族

　
連
れ
が
詰
め
掛
け
ま
し
た
。

　

秋
の
会
場
の
特
徴
は
、
な
ん
と
い
っ
て

も
ず
ら
り
と
そ
ろ
っ
た
採
れ
た
て
の
地
物

野
菜
の
数
々
。
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
、
か
ぼ
ち

ゃ
、
ジ
ャ
ガ
イ
モ
、
タ
マ
ネ
ギ
な
ど
、
町

内
農
家
の
自
慢
の
野
菜
が
飛
ぶ
よ
う
な
売

れ
ゆ
き
。　

今
回
の
会
場
は
、
「
２
０
０

８
羽
衣
音
楽
祭
」
と
初
の
２
日

間
同
時
開
催
に
な
り
ま
し
た
。

地
元
東
川
町
か
ら
「
ジ
ャ
カ
ス

カ
シ
ャ
ン
ト
」
「
Ｒ
２
１
２
」

「
楽
団
ひ
と
り
」
「
小
者
の
コ

ー
ラ
」
な
ど
ア
マ
チ
ュ
ア
16
バ

ン
ド
が
出
場
。
軽
快
な
サ
ウ
ン

ド
を
響
か
せ
ま
し
た
。

く
ら
し
楽
し
く
フ
ェ
ス
、秋
の
収
穫
祭
に
ぎ
や
か
に

く
ら
し
楽
し
く
フ
ェ
ス
、秋
の
収
穫
祭
に
ぎ
や
か
に

夏
空
戻
っ
て
に
ぎ
わ
い
・
て
っ
ぺ
ん
祭
り

夏
空
戻
っ
て
に
ぎ
わ
い
・
て
っ
ぺ
ん
祭
り

高
文
連
写
真
展
、研
究
大
会
開
く

高
文
連
写
真
展
、研
究
大
会
開
く

　　

９
月
８
日
、
東
２
号
北
１
、
三
田
与
志

男
さ
ん
（
90
）
方
の
北
海
道
神
宮
神
饌
田

（
し
ん
せ
ん
で
ん
）
で
抜
穂
祭
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

　

１
９
７
９
（
昭
和
54
）
年
に
神
饌
田
と

し
て
選
定
以
来
満
30
年
目
の
収
穫
を
迎
え

ま
し
た
。
吉
田
源
彦
宮
司
の
清
め
に
続
い

て
、
町
内
の
早
乙
女
12
人
、
介
助
役
６
人

が
水
田
に
入
り
、
黄
金
色
に
穂
を
た
れ
た

「
ほ
し
の
ゆ
め
」
を
手
刈
し
、
介
助
役
が

束
ね
て
は
さ
掛
け
ま
し
た
。

　

今
年
は
登
熟
期
に
比
較
的
好
天
が
続
い

た
た
め
、
出
来
も
良
く
最
高
の
品
質
に
な

り
ま
し
た
。
例
年
に
も
増
し
て
良
食
味
米

が
収
穫
で
き
た
よ
う
で
す
。
北
海
道
神
宮

に
献
上
す
る
神
饌
米
10
俵
（
1
俵
60
㌔
㌘
）

は
、
新
嘗
（
に
い
な
め
）
祭
で
神
前
に
奉

納
し
ま
す
。

　
 

　
　
　
　

◇

　

今
年
は
神
饌
田
満
30
年
を
祝
っ
て
、
抜

穂
祭
の
あ
と
、
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー

で
記
念
式
典
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

会
場
に
は
飛
田
稔
章
道
農
協
中
央
会
長
、

新
田
光
雄
上
川
地
区
農
協
組
合
長
会
会
長

ら
も
駆
け
付
け
、
板
谷
重
徳
東
川
町
農
協

組
合
長
、
松
岡
市
郎
町
長
ら
約
２
０
０
人

の
出
席
者
と
と
も
に
「
今
後
も
50
年
、
１

０
０
年
と
続
い
て
ほ
し
い
」
と
偉
業
を
祝

　
い
ま
し
た
。

　

永
年
神
饌
田
の
ほ
場
耕
作
管
理
者
を
勤

め
て
き
た
三
田
さ
ん
は
、
来
年
か
ら
そ
の

役
目
を
後
継
者
の
三
田
常
男
さ
ん
（
62
）

に
引
き
継
ぐ
と
い
う
こ
と
で
す
。

を
テ
ー
マ
に
た
く
さ
ん
の
人
物
撮
影
を
す

る
グ
ル
ー
プ
、
建
物
を
撮
影

す
る
グ
ル
ー
プ
、
あ
る
い
は

「
残
し
た
い
も
の
」
を
探
し

回
る
グ
ル
ー
プ
な
ど
さ
ま
ざ

ま
で
す
。
「
写
真
を
撮
ら
せ

て
く
だ
さ
い
」
と
道
草
館
や

役
場
、
豆
腐
屋
さ
ん
な
ど
の

仕
事
風
景
を
次
々
訪
れ
〝
パ

チ
リ
〞
。

　

撮
っ
た
写
真
は
、
一
人
２
枚
を
選
ん
で

作
品
発
表
す
る
写
真
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
予
定

し
て
い
ま
す
。
写
真
は
講
師
の

奥
田
さ
ん
、
飯
塚
さ
ん
が
講
評

す
る
本
格
的
な
ス
タ
イ
ル
。
作

品
は
11
月
５
日
か
ら
同
月
24
日

ま
で
20
日
間
、
文
化
ギ
ャ
ラ
リ

ー
で
展
示
し
ま
す
。
同
小
児
童

の
写
真
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
は
昨

年
に
続
い
て
2
回
目
。

　

９
月
１
日
、
東
川
小
４
年
生
51
人
が
町

内
市
街
地
を
デ
ジ
タ
ル
一
眼
レ
フ
カ
メ
ラ

で
撮
影
す
る
写
真
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
に
挑

戦
し
ま
し
た
。

　

５
〜
６
人
ず
つ
の
グ
ル
ー
プ
に
別
れ
ま

し
た
。
町
内
在
住
の
写
真
家
、
奥
田
實
さ

ん
、
飯
塚
達
央
さ
ん
２
人
を
講
師
に
、
本

格
的
な
一
眼
レ
フ
デ
ジ
タ
ル
カ
メ
ラ
の
使

い
方
を
習
い
ま
し
た
。

　

グ
ル
ー
プ
ご
と
に
狙
い
は
別
々
。
笑
顔

　

９
月
19
日
、
町
交
通
安

全
協
会
（
藤
田
裕
三
会
長
）

が
交
通
事
故
ゼ
ロ
の
願
い

を
こ
め
て
秋
の
交
通
安
全

祈
願
祭
を
行
い
ま
し
た
。

　

基
線
道
道
沿
い
の
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
ー
パ
ー
ク
（
北

町
１
）
に
あ
る
交
通
安
全

観
音
像
の
前
に
、
町
内
各

団
体
や
会
社
の
代
表
者
ら
約
80
人
が
集
ま

り
交
通
安
全
祈
願
し
ま
し
た
。

　

松
岡
市
郎
町
長
は
「
こ
れ
か
ら
は
日
が

短
く
な
り
見
通
し
が
利
か
な
い
時
期
を
迎

え
る
の
で
、
交
通
ル
ー
ル
を
守
っ
て
、
二

度
と
悲
惨
な
事
故
の
な
い
よ
う
お
願
い
し

　

た
い
」
と
あ
い
さ
つ
。
藤
田
会

長
は
「
町
内
で
は
９
月
が
一
番

死
亡
事
故
が
多
い
。
こ
の
日
を

原
点
に
、
さ
ら
に
交
通
安
全
に

取
り
組
み
た
い
」
と
呼
び
か
け

ま
し
た
。

　

町
交
通
安
全
協
会
、
東
川
ラ

イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
の
メ
ン
バ
ー

は
こ
の
後
、
道
路
を
走
行
中
の

ド
ラ
イ
バ
ー
に
缶
ジ
ュ
ー
ス
や
缶
入
り
の

お
茶
を
配
っ
て
ゆ
と
り
を
持
っ
た
安
全
運

転
な
ど
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。

　

町
内
の
死
亡
事
故
ゼ
ロ
日
の
更
新
は
、

２
年
前
の
８
月
４
日
以
来
、
18
日
現
在
千

１
４
１
日
間
継
続
し
て
い
ま
す
。

死
亡
事
故
ゼ
ロ
の
願
い
込
め
、秋
の
交
通
安
全
祈
願
祭

死
亡
事
故
ゼ
ロ
の
願
い
込
め
、秋
の
交
通
安
全
祈
願
祭

満
30
年
目
の
神
饌
田
で
豊
作
稲
刈
り

満
30
年
目
の
神
饌
田
で
豊
作
稲
刈
り

青
少
年
写
真
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
東
川
小
４
年
生
が
町
内
撮
影

青
少
年
写
真
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
東
川
小
４
年
生
が
町
内
撮
影
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ま
ち
・
タ
ウ
ン

　　

８
月
22
日
、
農
村
環
境

改
善
セ
ン
タ
ー
で
映
画

「
恋
す
る
ト
マ
ト
」
（
２

０
０
５
年
作
品
、
南
部
英

夫
監
督
）
の
上
映
と
主
演

・
大
地
康
雄
さ
ん
、
原
作

家
、
小
檜
山
博
さ
ん
の
ト

ー
ク
シ
ョ
ー
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

　

同
映
画
上
映
実
行
委
が

主
催
し
ま
し
た
。
会
場
は

３
０
０
人
を
越
え
る
観
客

で
埋
ま
り
ま
し
た
。
小
檜

山
博
さ
ん
の
原
作
「
パ
ラ
オ
レ
ノ
ン
」
を

元
に
、
大
地
さ
ん
が
企
画
･
脚
本
･
製
作

総
指
揮
・
主
演
を
し
た
作
品
。

　

農
家
の
長
男
に
生
ま
れ
た
45
歳
中
年
男

の
主
人
公
「
正
男
」
が
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
女

の
結
婚
詐
欺
に
遭
っ
て
結
納
金
を
だ
ま
し

取
ら
れ
、
行
き
場
を
失
っ
て
フ
ィ
リ
ピ
ン

で
す
さ
ん
だ
生
活
を
す
る
う
ち
に
、
生
き

生
き
と
働
く
若
い
フ
ィ
リ
ピ
ン
女
性
「
ク

リ
ス
テ
ィ
ナ
」
と
出
会
い
、
純
粋
な
愛
を

育
ん
で
い
く
と
い
う
人
間
讃
歌
。

　

会
場
を
訪
れ
た
大
地
さ
ん
に
と
っ
て
は

「
13
年
が
か
り
で
完
成
さ
せ
た
」
と
い
う

作
品
だ
け
に
思
い
入
れ
も
強
い
作
品
と
な

っ
た
よ
う
。

　

　

「
原
作
者
で
あ
る
小

檜
山
さ
ん
の
小
説
を
読

ん
で
、
ぜ
ひ
映
画
を
作

り
た
い
と
思
っ
た
」
と

映
画
作
り
の
動
機
を
話

し
、
小
檜
山
さ
ん
は
後

継
者
難
問
題
を
抱
え
る

日
本
農
業
、
農
家
問
題

の
現
状
な
ど
を
改
め
て

話
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
ヒ
ロ
イ
ン
・

ク
リ
ス
テ
ィ
ナ
役
の
ア

リ
ス
･
デ
ィ
ク
ソ
ン
と

の
出
会
い
や
温
か
な
人
柄
な
ど
に
も
触
れ

大
き
な
拍
手
を
浴
び
ま
し
た
。

　

直
径
約
３
㍍
の
円
を
50
サ
ー
ク
ル
設
け

ま
し
た
。
円
内
に
児
童
の
手
で
ナ
ナ
カ
マ

ド
、
キ
タ
コ
ブ
シ
、
キ
ハ
ダ
、
ハ
ル
ニ
レ
、

オ
ニ
グ
ル
ミ
、
ミ
ズ
ナ
ラ
、
エ
ゾ
ヤ
マ
ザ

ク
ラ
な
ど
、
11
樹
種
５
５
０
本
の
苗
木
を

混
植
し
ま
し
た
。

　

近
く
で
は
、
以
前
植
え
た
苗
木
も
元
気

に
育
っ
て
い
ま
し
た
。
子
ど
も
た
ち
は
去

年
植
え
た
苗
木
が
元
気
に
育
っ
て
い
る
様

子
を
見
て
満
足
げ
。
大
き
く
育
っ
て
立
派

な
森
を
作
っ
て
く
れ
る
こ
と
を
願
っ
て
、

苗
木
周
辺
の
雑
草
採
り
に
も
精
を
出
し
ま

し
た
。

　

９
月
４
日
、
大
雪
旭
岳
源
水
に
近
い
野

花
南
（
ノ
カ
ナ
ン
）
の
野
鳥
の
森
公
園
で
、

町
内
の
小
学
生
80
人
が
参
加
し
て
実
の
な

る
木
な
ど
を
植
樹
し
ま
し
た
。

　

道
開
発
局
が
進
め
て
い
る
「
石
狩
川
流

域
1
人
1
本
３
０
０
万
本
植
樹
運
動
」
の

一
環
と
し
て
4
年
目
の
植
樹
に
な
り
ま
し

た
。
「
地
域
住
民
に
よ
る
植
樹
２
０
０
８
」

と
名
づ
け
（
財
）
石
狩
川
振
興
財
団
が
主

催
し
ま
し
た
。

　

東
川
第
一
小
で
外
部
講
師

を
招
い
て
ク
ラ
ブ
活
動
の
文

化
講
座
を
開
き
ま
し
た
。
陶

芸
、
茶
道
、
絵
手
紙
の
３
回

講
座
。
３
年
生
以
上
18
人
の

児
童
が
初
め
て
の
体
験
に
目

を
輝
か
せ
ま
し
た
。

　

ク
ラ
ブ
活
動
（
特
別
活
動

領
域
）
は
、
ス
ポ
ー
ツ
を
中

心
と
し
た
メ
ニ
ュ
ー
が
多
く
、
外
部
講
師

の
講
座
は
初
の
試
み
。
陶
芸
と
茶
道
は
、

町
内
の
陶
芸
家
、
滝
本
宣
博
さ
ん
、
ふ
れ

あ
い
サ
ポ
ー
ト
ク
ラ
ブ
員
の
西
分
ひ
と
み

さ
ん
、
絵
手
紙
は
旭
川
市
内
の
梶
山
せ
つ

子
さ
ん
が
来
校
し
ま
し
た
。

　

陶
芸
は
大
皿
作
り
。
粘
土
を

の
ば
し
、
丸
い
皿
型
プ
レ
ー
ト

に
張
り
付
け
て
型
取
り
し
、
色

粘
土
で
模
様
を
つ
け
ま
し
た
。

後
は
焼
き
入
れ
完
成
を
待
つ
ば

か
り
。
10
月
26
日
の
学
芸
会
で

作
品
展
を
開
き
ま
す
。
出
来
上

が
り
が
み
ん
な
楽
し
み
で
す
。

　

茶
道
は
向
か
い
の
第
一
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
で
裏
千
家
流
の
流
儀

を
学
び
ま
し
た
。
慣
れ
な
い
正
座
の
座
り

方
や
姿
勢
、
所
作
や
作
法
を
学
び
ま
し
た
。

　

児
童
に
と
っ
て
ほ
と
ん
ど
が
初
め
て
の

体
験
。
新
し
い
世
界
が
一
つ
開
け
た
よ
う

で
す
。

陶
芸
、茶
道
、絵
手
紙
学
ぶ
〜
ク
ラ
ブ
活
動
体
験
に
興
味
津
々

陶
芸
、茶
道
、絵
手
紙
学
ぶ
〜
ク
ラ
ブ
活
動
体
験
に
興
味
津
々

映
画「
恋
す
る
ト
マ
ト
」で
主
演
俳
優
・
大
地
康
雄
さ
ん
語
る

映
画「
恋
す
る
ト
マ
ト
」で
主
演
俳
優
・
大
地
康
雄
さ
ん
語
る

豊
か
な
森
の
再
生
願
っ
て
野
鳥
の
森
公
園
で
植
樹

豊
か
な
森
の
再
生
願
っ
て
野
鳥
の
森
公
園
で
植
樹

8Higashikawa  2008 October



『写真の町』ひがしかわ株主制度

ひがしかわ町の株主を募集しています!!
「写真の町」ひがしかわ株主制度とは、東川町を応援する町のサポーター制度です。

東川町への投資（寄付）によって町の株主になることが出来ます。
友人・知人・親類など東川町を応援したいという方をご紹介ください！

東川町民も株主になることができます。
あなたのサポートが東川町の未来を育てます。

■株主になる方法は？
対象となる４つのプロジェクトの実施事業の中からあな
たが投資したい事業を選び、一株1,000円以上の投資を
していただければ、あなたは東川町の株主です。
※この制度による投資は、寄付として扱われますので寄
付金税額控除の対象となります。

陶
芸
、茶
道
、絵
手
紙
学
ぶ
〜
ク
ラ
ブ
活
動
体
験
に
興
味
津
々

映
画「
恋
す
る
ト
マ
ト
」で
主
演
俳
優
・
大
地
康
雄
さ
ん
語
る

豊
か
な
森
の
再
生
願
っ
て
野
鳥
の
森
公
園
で
植
樹

【４つのプロジェクト・５つの事業があります】
●写真文化を守り育てる「写真の町プロジェクト」
●時代を築く子供たちを育成する「こどもプロジェクト」
●水資源と地球環境を守る「ｅｃｏプロジェクト」
●イイコトに貢献する「イイコトプロジェクト」

■株主になると
●株主証の発行
　ご投資いただくと「写真の町」ひがしかわ
　株主証が発行されます。
●株主優待があります。
　前年１年間に１万円以上投資いただいた株主の方に対
　し、毎年１月下旬頃に東川産品の株主優待のご案内を
　差し上げ、５月中旬頃に優待商品をお届けします。

■特別町民に認定
18歳未満など株主とならなくても東川町を応援していた
だける町外の方は、申込により「応援町民」となること
ができます。特典として、応援町民証の発行や、町の公
共施設の町民価格利用などの特典があります。

■優遇税制について
東川町への投資（寄付）は、税法により優遇税制を受け
ることができます。個人の場合は住民税・所得税の控除、
企業の場合は全額が損金算入されます。詳細は最寄りの
税務署、または東川町税務課（☎82-8211）までお問い
合わせください。

【株主優待基準】 

 
●町の公共施設の町民価格利用、キトウシ森林公園ケビ
　ンの優待利用などの特典があります。
※株とは東川町に対する社会貢献を表す単位です。

◆投資いただく前にお申し込みが必要です。下記、担当へ申込書の送付依頼をするか、ウェブサイトから直接お申し込みください。

［お問い合わせ・お申し込み先］
「写真の町」ひがしかわ株主制度担当（東川町企画総務課 企画財政室内）　▽矢ノ目・平田
〒071-1492　北海道上川郡東川町東町1丁目16番1号　☎0166-82-2111　fax 0166-82-3644
http://town.higashikawa.hokkaido.jp/kabunushi/

　　　金額区分に応じた優待
※１回の投資額が10株に満たない場合でも、
　通算保有で10株を超えた時に初回のみ対
　象となります。

当該年取得株数
10株(1万円)以上
30株(3万円)以上
50株(5万円)以上

優待商品

9 Higashikawa  2008 October



由
を
探
し
た
い
。
こ
こ
に
い
る
正
当
性
を

証
明
し
た
い
」
―
。
魅
せ
ら
れ
、
そ
し
て

選
ん
だ
地
を
テ
ー
マ
に
撮
り
続
け
る
作
品

の
数
々
は
、
自
分
ら
し
く
生
き
る
こ
と
を

探
し
求
め
て
き
た
心
の
旅
、
あ
る
い
は
自

身
の
心
象
世
界
の
表
現
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

 

ス
ト
リ
ー
ト
ギ
ャ
ラ
リ
ー
コ
ン
テ
ス
ト

で
グ
ラ
ン
プ
リ
受
賞
し
た
作
品
「
ア
イ
デ

ン
テ
ィ
テ
ィ
ー
」
は
、
大
雪
山
旭
岳
の
山

開
き
で
、
地
元
ア
イ
ヌ
の
人
々
が
山
の
無

事
故
を
願
っ
て
神
に
祈
り
を
さ
さ
げ
る
ヌ

プ
リ
コ
ロ
カ
ム
イ
ノ
ミ
の
儀
式
を
撮
影
し

た
作
品
。
写
し
出
さ
れ
た
人
々
の
表
情
は
、

私
た
ち
に
静
か
に
、
し
か
し
鋭
く
問
い
か

け
て
く
る
も
の
が
あ
り
ま
す
。

 

町
内
で
生
ま
れ
た
赤
ち
ゃ
ん
の
生
後
１

０
０
日
祝
い
の
記
念
写
真
、
お
じ
い
ち
ゃ

ん
、
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
の
傘
寿
記
念
の
記
念

写
真
も
撮
り
始
め
て
い
ま
す
。

 

「
撮
影
を
通
じ
て
普
段
接
す
る
こ
と
の

な
い
い
ろ
い
ろ
な
人
た
ち
と
知
り
合
っ
て

い
き
た
い
」
。

 

天
人
峡
、
旭
岳
へ
と
続
く
道
道
沿
い
の

自
宅
前
に
は
、
約
６
０
０
平
方
㍍
の
空
き

地
が
広
が
っ
て
い
ま
す
。
こ
こ
で
写
真
ギ

ャ
ラ
リ
ー
か
カ
フ
ェ
を
開
く
の
が
目
下
の

夢
で
す
。

　

Ｊ
Ｒ
北
海
道
の
社
内
誌
「
Ｔ
Ｈ
Ｅ　

Ｊ

Ｒ　

Ｈ
ｏ
ｋ
ｋ
ａ
ｉ
ｄ
ｏ
」
に
３
年
間
連

載
し
て
き
た
「
忘
れ
が
た
き
駅
前
ふ
る
さ

と
」
が
今
年
３
月
に
終
わ
り
、
北
海
道
と

そ
の
地
に
暮
ら
す
人
の
営
み
を
見
つ
め
た

テ
ー
マ
の
新
た
な
取
材
が
始
ま
っ
て
い
ま

す
。

　

プ
ロ
写
真
家
と
し
て
取
り
組
ん
だ
初
の

本
格
的
長
期
取
材
・
連
載
テ
ー
マ
で
し
た
。

「
開
拓
と
か
つ
て
の
繁
栄
の
地
で
今
も
な

お
根
付
い
て
生
き
る
人
々
の
生
き
ざ
ま
の

記
録
」
が
取
材
コ
ン
セ
プ
ト
。
Ｊ
Ｒ
北
海

道
ロ
ー
カ
ル
線
の
駅
前
風
景
を
１
枚
の
白

黒
写
真
と
自
身
の
エ
ッ
セ
イ
の
中
に
凝
縮

し
て
い
ま
す
。

　

「
増
毛
湯
」
。
石
炭
、
木
材
の
切
り
出

し
積
み
出
し
港
、
あ
る
い
は
に
し
ん
漁
な

ど
の
前
浜
漁
業
の
港
町
と
し
て
に
ぎ
わ
っ

た
増
毛
の
町
の
一
角
に
、
賑
わ
い
を
時
の

か
な
た
に
封
じ
込
め
た
か
の
よ
う
に
た
た

ず
ん
で
い
た
小
さ
な
古
び
た
銭
湯
。

 

脱
衣
場
に
は
、
宣
伝
文
句
が
書
か
れ
た

広
告
主
の
い
な
い
古
い
広
告
看
板
―
。
番

台
の
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
が
一
人
で
お
客
さ
ん

が
来
る
の
を
待
っ
て
い
ま
す
。
写
真
家
と

し
て
の
今
あ
る
活
動
の
基
盤
を
作
っ
た
作

品
群
に
な
っ
た
よ
う
で
す
。

 

　
　

◇

 

「
自
分
が
こ
こ
に
移
り
住
ん
で
き
た
理

今
、生
き
生
き
と

　

写
真
に
写
っ
た
人
々
、

風
景
は
、
封
じ
込
め
た
時

間
を
越
え
て
何
か
を
語
り

か
け
て
き
ま
す
。
そ
の
感

想
は
、
お
そ
ら
く
見
る
人

そ
れ
ぞ
れ
が
経
験
し
て
き

た
楽
し
い
時
、
悲
し
み
、

あ
る
い
は
記
憶
の
重
さ
、

大
切
な
時
間
の
大
き
さ
に

比
例
す
る
の
か
も
知
れ
ま

せ
ん
。
流
れ
る
時
間
の
瞬

間
、
ふ
と
立
ち
止
ま
っ
た

よ
う
な
人
々
の
ポ
ー
ズ
…
。

一
瞬
を
〝
そ
っ
と
〞
切
り

取
っ
た
よ
う
な
作
品
は
、

「
あ
な
た
に
と
っ
て
、
こ

の
写
真
は
何
を
話
し
て
く

れ
ま
す
か
？
」
と
問
い
か

け
て
い
る
よ
う
で
す
。

1515

自宅 愛機のドイツ製二眼レフカメラで
スナップ撮影

作品「モノクロームの刻（とき）」から増毛湯の
番台に座るおばあちゃん

旭岳山開きの儀式「ヌプリコロカムイノミ」
＝作品「アイデンティティー」から

写
真
家　

飯
塚　

達
央
（
い
い
づ
か　

た
つ
お
）
さ
ん

飯塚　達央さん／写真家／35区 ☎82－6080
大阪市出身、40歳。静岡大卒。インテリアメーカー（本社名古屋）に入社後、「写真を撮りたい」と約3年半で退職。ワンボックスカーで半年間の国内写真撮影
の旅を始めました。学生時代にバイクツーリングで2回訪れていた道内を巡るうち、美瑛の丘の風景に魅せられました。写真を撮り続けているうち、写真館カメ
ラマン募集を見つけて定住を決意。1996（平成8）年、美瑛と富良野の中間地点、上富良野町内にアパートを借りて写真館勤めと自らの作品撮影を始めま
した。その後美瑛町内の古い農家を借りて移住、フリー写真家として本格的に独立。そのころ美瑛町内のペンションでアルバイトに来ていた大阪出身の真里
子さんと知り合い結婚。2005（同17）年、たまたま空き家になった現住宅を購入して東川町に転居しました。現在はブライダルフォト撮影、コマーシャルフォ
ト撮影を中心に、年間1～2回の個展も開いています。今年の2008フォトフェスティバル・ストリートギャラリーコンテストで、作品「アイデンティティー」（デジタ
ル12枚組写真）がグランプリ受賞。今年4月から東川フォトクラブ事務局長。ホームページのURLはhttp://www.photoseason.net/

いいづか　たつお
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全
国
か
ら
集
ま
っ
た
高
校
生
が
写
真
甲

子
園
で
一
生
懸
命
に
頑
張
る
姿
が
N
H
K

総
合
テ
レ
ビ
で
放
送
さ
れ
、
多
く
の
感
動

を
呼
ん
だ
。
「
写
真
甲
子
園
」
は
１
９
９

４
年
に
第
１
回
が
開
催
さ
れ
て
15
回
目
を

迎
え
た
。
高
校
生
の
文
化
関
係
の
大
会
で

は
「
○
○
○
甲
子
園
」
と
甲
子
園
の
文
字

の
付
く
も
の
が
多
い
。

　

な
ぜ
甲
子
園
の
言
葉
を
使
う
の
だ
ろ
う

と
、
ふ
と
疑
問
が
沸
い
た
。

　

今
年
の
干
支
は
「
子
」
と
い
う
こ
と
も

あ
り
、
甲
子
園
の
由
来
を
調
べ
て
み
た
。

１
９
２
４
年
に
大
阪
に
大
運
動
公
園
が
建

設
さ
れ
た
。
こ
の
年
が
十
干
で
は
「
甲
」
、

十
二
支
で
は
「
子
」
「
甲
子
（
き
の
え

ね
）
」
の
年
で
あ
り
、
「
甲
子
園
」
と
名

付
け
た
そ
う
で
あ
る
。
十
干
の
始
ま
り
は

「
甲
」
、
十
二
支
の
始
ま
り
は
「
子
」
、

そ
れ
ぞ
れ
の
一
番
の
組
み
合
わ
せ
が
「
甲

子
」
で
あ
る
。
１
番
は
最
も
縁
起
の
良
い

数
字
で
も
あ
る
。

　

で
は
写
真
甲
子
園
が
始
ま
っ
た
１
９
９

４
年
は
一
体
ど
の
よ
う
な
年
に
当
た
る
の

か
調
べ
て
み
る
と
「
甲
戌
（
き
の
え
い

ぬ
）
」
で
あ
っ
た
。

　

東
川
、
美
瑛
、
上
富
良
野
の
大
自
然
を

舞
台
に
繰
り
広
げ
ら
れ
る
高
校
生
の
写
真

撮
影
の
一
帯
（
園
）
を
「
甲
戌
園
（
こ
う

じ
ゅ
つ
え
ん
）
」
と
名
づ
け
て
い
た
ら
、

写
真
甲
戌
園
と
な
っ
て
い
た
か
も
知
れ
な

　
い
。

　

ち
な
み
に
、
今
年
は
「
丙
子
（
ひ
の
え

ね
）
」
の
年
で
あ
る
。
「
甲
子
」
で
は
な

い
が
、
「
子
」
の
年
と
重
な
っ
て
い
る
。

本
町
の
写
真
甲
子
園
が
「
甲
子
」
の
年
に

当
た
る
の
は
２
０
４
４
年
、
36
年
後
の
こ

と
で
あ
る
。
甲
子
の
年
は
60
年
に
一
度
や

っ
て
く
る
。

　

ね
ず
み
と
い
え
ば
、
ミ
ッ
キ
ー
マ
ウ
ス

が
世
界
的
な
人
気
者
に
な
っ
て
い
る
が
、

日
本
で
は
ね
ず
み
の
イ
メ
ー
ジ
で
良
い
も

の
は
少
な
い
。
「
子
」
の
年
、
写
真
甲
子

園
イ
メ
ー
ジ
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
「
ミ
ッ
キ
ー

マ
ウ
ス
」
な
ら
ず
「
フ
ォ
ト
マ
ウ
ス
」
な

ど
、
「
子
（
ね
、
ね
ず
み
、
マ
ウ
ス
な

ど
）
」
の
言
葉
と
組
み
合
わ
せ
て
何
か
お

も
し
ろ
い
も
の
が
生
ま
れ
そ
う
な
気
も
す

る
。
公
共
施
設
な
ど
の
名
称
も
建
設
年
度

に
因
ん
で
「
○
○
丙
子
館
２
０
０
８
」
と

か
「
○
○
丙
子
公
園
２
０
０
８
」
な
ど
の

表
示
も
お
も
し
ろ
い
と
思
う
が
「
で
も
や

っ
ぱ
り
『
丙
』
よ
り
は
『
甲
』
だ
」
と
昔

を
振
り
返
る
。

　

子
の
イ
メ
ー
ジ
が
悪
い
と
書
い
た
が

「
子
の
年
に
不
作
な
し
」
。
今
年
の
稲
は

最
高
の
出
来
が
期
待
さ
れ
て
い
る
。
あ
と

は
米
の
ネ
（
値
）
が
上
が
り
、
灯
油
や
ガ

ソ
リ
ン
な
ど
の
ネ
（
値
）
が
下
が
る
こ
と

が
望
ま
れ
る
が
、
幸
せ
を
運
ぶ
招
き
猫
は

や
っ
て
来
る
の
で
あ
ろ
う
か
？

義
弟
と
は
歳
の
へ
だ
た
り
あ
る
な
れ
ど
相
談
相
手
に
心
強
し
も

雑
草
と
ふ
植
物
は
無
し
夏
原
の
此
の
輝
き
に
い
の
ち
を
見
た
り

値
上
が
り
の
ま
ま
に
切
身
の
薄
く
な
り
す
ま
な
さ
そ
う
に
焼
き
ち
ぢ
み
た
り

病
む
姑
を
看
と
る
娘
を
思
え
ど
も
弱
き
身
な
れ
ば
甲
斐
な
く
過
ご
す

陽
を
受
け
て
咲
き
誇
り
た
る
向
日
葵
も
涼
し
き
風
に
俯
き
ゆ
れ
る

闇
ふ
か
き
小
樽
の
海
に
花
火
立
つ
と
ど
ろ
き
く
れ
ば
愛
し
み
て
聴
く

好
天
に
恵
ま
れ
稲
も
色
づ
き
し
他
家
の
稲
で
も
晴
れ
ば
れ
と
す
る

棹
に
干
す
夕
顔
し
ろ
く
輝
き
て
過
ぎ
ゆ
く
風
も
秋
の
気
配
す

誕
生
の
記
念
樹
な
り
き
幼
木
の
葉
か
げ
に
光
る
幼
な
実
が
あ
る

盂
蘭
盆
も
今
日
で
終
り
か
夕
ど
き
を
盆
太
鼓
の
音
風
に
の
り
く
る

敬
老
会
に
着
る
服
買
ひ
に
娘
と
行
け
ば
吾
の
好
み
と
違
ふ
服
買
ふ

昭
和
ひ
と
け
た
ま
だ
ま
だ
生
き
て
花
見
せ
む
酔
ひ
て
わ
め
け
ば
す
べ
て
偽
者

も
う
そ
う
か
早
立
秋
の
昨
夜
の
風

花
芒
挨
拶
だ
け
の
夫
の
里

莢
豆
の
み
ど
り
を
食
ん
で
秋
灯
下

秋
立
つ
や
籠
つ
つ
ぬ
け
し
父
の
こ
ゑ

里
山
に
慈
雨
は
べ
ら
せ
て
秋
立
ち
ぬ

ラ
グ
ラ
ン
の
背
に
ソ
ナ
チ
ネ
の
秋
の
雨

初
秋
や
読
み
か
け
の
頁
風
め
く
る

あ
れ
こ
れ
と
悩
ま
ぬ
と
決
め
爽
や
か
に

乳
呑
み
児
の
泣
き
疲
れ
た
り
秋
簾

見
得
を
切
る
座
長
は
お
み
な
秋
立
て
り

ク
レ
パ
ス
に
足
り
ぬ
彩
あ
り
今
朝
の
秋

爽
や
か
は
さ
び
し
さ
半
は
苔
光
る

色
付
き
の
山
の
空
気
も
爽
や
か
に

那
須　

喜
美

瓜
生　

昭
枝

松
倉　

和
子

清
水　

チ
ヨ

笹
田　

冨
士
子

宮
坂　

敬
子

岡
澤　

チ
ズ
子

中
田　

治
子

矢
沢　

ま
す
え

永
江　

栄
子

尾
池　

真
沙
子

井
山　

一
文

小
林　

露
葉

青
野　

公
花

宮
坂　

紫
雲

秋
山　

深
雪

杉
山
ひ
ろ
の
り

徳
光　

吐
苦

杉
山　

り
つ

山
口　

佐
知
子

高
瀬　

潤

石
澤　

清
宏

澤
田　

久
美
子

松
山　

蓉
子

三
島　

智

飲
水
思
源

い
ん
す
い
し
げ
ん

町
長

松
岡
市
郎

貸し出し期間は、図書は1人5冊まで14日間、ビデオは1人2本まで4日間です。返却期間を守りましょう（夜間返却窓口もご利用ください）。貸し出し期間は、図書は1人5冊まで14日間、ビデオは1人2本まで4日間です。返却期間を守りましょう（夜間返却窓口もご利用ください）。
文化交流館　新刊図書・ビデオ 案内文化交流館　新刊図書・ビデオ 案内

プレステージ
（ＤＶＤ）
ギャガ・コミュニケーションズ
奇術が科学へと変貌する１９
世紀のロンドン。天才マジシャ
ンがショーの最中、舞台上で
死亡する。逮捕されたのはラ
イバルのマジシャン。その死

は事故か、殺人か？（130分）

おばけのジョージ
ーのハロウィーン
（児童書）
ロバート・ブライト：著／徳間
書店：刊
ジョージーは、はずかしがりやの小
さなおばけ。ハロウィーンの日、広

場で行われるコンテストに本物のおばけのジョージーが
出たら、一等賞まちがいなしなんだけど･･･？

世界のスピリチ
ュアル･スポット
（一般書）
レベッカ・ハインド：著／ラン
ダムハウス講談社：刊
何世紀にもわたって崇拝されて
きた、いにしえの聖なる地の

数々。壮大な自然の景観、山のもつ力、聖なる泉。世界
各国に存在する精神を高揚させる地を美しい写真で巡
ります。

写
真
甲
子
園
と
「
子
」
の
年
を
思
う

短
歌

俳
句

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
よ　　　
べ

　　　 　　
す
す
き　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　
つ
ま

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
は

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
ペ
ー
ジ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
す
だ
れ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
な
か
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天人峡登山道と熊の沢
　旭岳温泉と天人峡を結ぶ登山道は、利用者こそ
少数ですが、長期滞在の自然愛好家、旭岳からト
ムラウシ山へ縦走する登山者などには貴重なルー
トで、ときどき問い合わせもいただきます。
　下ではイタヤ、上のではミネカエデなど、途中

から紅葉の木や色合いが異
なります。天人峡から歩い
て旭岳山頂を目指す昔をし
のばせる森の山道ですが、
だれにでも薦められるわけ
ではありません。
　標高差300メートル近い
崖をたどる天人峡の道には、
浮き石や不安定な個所もあ

　
細
胞
を
刺
激
し
、
血
中
か
ら
速
や
か
に
消
失
す

る
と
い
う
特
徴
が
あ
り
ま
す
。
現
在
、
糖
尿
病

の
治
療
薬
と
し
て
最
も
広
く
用
い
ら
れ
て
い
る

の
が
、
ス
ル
ホ
ニ
ル
尿
素
薬
で
す
。

　

ス
ル
ホ
ニ
ル
尿
素
薬
も
、
そ
の
開
発
の
過
程

か
ら
３
つ
に
分
類
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ト
ル
ブ
タ
ミ
ド
な
ど
の
第
一
世
代
、
長
ら
く

ス
ル
ホ
ニ
ル
尿
素
薬
の
中
心
に
座
し
て
い
た
第

二
世
代
薬
、
そ
し
て
最
近
第
三
世
代
薬
が
開
発

使
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

経
口
糖
尿
病
薬
の
中
で
最
も
強
力
な
ス
ル
ホ

ニ
ル
尿
素
薬
で
す
が
、
副
作
用
と
し
て
多
い
の

が
低
血
糖
で
す
。
血
糖
が
正
常
の
範
囲
を
超
え

て
急
速
に
低
下
し
た
時
に
起
き
る
発
汗
、
動
悸

（
ど
う
き
）
、
頻
脈
、
手
指
の
震
え
な
ど
が
そ

の
初
期
症
状
で
す
。
さ
ら
に
血
糖
値
が
50
㍉
㌘

／
d
L
程
度
ま
で
下
が
る
と
、
頭
痛
、
目
の
か

す
み
、
空
腹
感
、
生
あ
く
び
な
ど
が
出
現
し
ま

す
。
そ
れ
以
下
に
な
る
と
意
識
低
下
、
異
常
行

動
、
け
い
れ
ん
な
ど
が
出
現
し
て
昏
睡
（
こ
ん

す
い
）
に
陥
り
ま
す
。

　

糖
尿
病
治
療
で
は
、
よ
り
良
い
血
糖
コ
ン
ト

ロ
ー
ル
を
目
標
と
し
ま
す
。
そ
の
際
、
食
事
が

遅
れ
た
時
な
ど
に
、
低
血
糖
を
発
症
す
る
可
能

性
が
あ
り
ま
す
。
特
に
高
齢
者
や
肝
臓
、
腎
臓

に
障
害
が
あ
る
時
に
は
、
低
血
糖
が
遷
延
化
す

る
こ
と
が
あ
る
の
で
注
意
を
要
し
ま
す
。

　

投
与
後
し
ば
ら
く
有
効
で
あ
っ
た
も
の
が
、

経
過
中
に
臨
床
効
果
が
な
く
な
っ
た
り
、
二
次

無
効
を
経
験
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
服
薬
治

療
中
体
重
が
増
加
し
や
す
い
の
で
、
し
っ
か
り

し
た
食
事
管
理
が
必
要
で
す
。

　

低
血
糖
や
体
重
増
加
を
起
こ
さ
ず
、
血
糖
コ

ン
ト
ロ
ー
ル
を
良
好
に
維
持
し
、
楽
し
く
日
常

生
活
を
送
れ
る
よ
う
に
薬
物
を
調
整
す
る
こ
と

が
、
糖
尿
病
治
療
医
の
重
要
な
仕
事
の
一
つ
と

い
え
ま
す
。

　

次
回
は
、
残
り
３
種
類
の
薬
剤
の
特
徴
を
お

話
し
し
ま
し
ょ
う
。

　

 

（
町
立
診
療
所
副
所
長　

中
田
宏
志
医
師
）

　

今
回
か
ら
数
回
に
わ
た
っ
て
、
糖
尿
病
の
薬

物
療
法
に
つ
い
て
お
話
し
し
ま
し
ょ
う
。

　

前
回
、
食
事
療
法
と
運
動
療
法
が
治
療
の
基

本
で
最
も
重
要
で
あ
る
と
お
話
し
し
ま
し
た
。

し
か
し
、
食
事
を
守
り
運
動
を
規
則
的
に
行
っ

て
も
、
十
分
に
血
糖
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
で
き
な
い

方
が
い
ら
っ
し
ゃ
る
こ
と
も
事
実
で
す
。
そ
の

よ
う
な
時
に
薬
物
療
法
が
導
入
さ
れ
ま
す
。
糖

尿
病
治
療
に
用
い
ら
れ
る
薬
剤
は
、
経
口
糖
尿

病
薬
と
イ
ン
ス
リ
ン
に
大
別
さ
れ
ま
す
。
今
回

は
、
経
口
糖
尿
病
薬
に
つ
い
て
お
話
し
し
ま
し

ょ
う
。

　

イ
ン
ス
リ
ン
の
発
見
は
１
９
２
１
（
大
正

10
）
年
で
す
が
、
血
糖
降
下
作
用
を
持
つ
薬
物

の
存
在
は
そ
れ
以
前
に
す
で
に
知
ら
れ
て
い
ま

し
た
。

　

し
か
し
、
重
篤
（
じ
ゅ
う
と
く
）
な
副
作
用

の
問
題
等
で
な
か
な
か
製
品
化
さ
れ
ま
せ
ん
で

し
た
。

　

い
く
つ
も
の
臨
床
治
験
を
経
て
、
つ
い
に
１

９
５
６
（
昭
和
31
）
年
「
ト
ル
ブ
タ
ミ
ド
」
と

い
う
薬
剤
が
発
売
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
薬
剤
は

現
在
も
一
般
に
使
用
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
後

も
、
さ
ま
ざ
ま
な
薬
剤
が
開
発
さ
れ
て
き
ま
し

た
。

　

今
私
た
ち
が
使
用
で
き
る
経
口
糖
尿
病
薬
は
、

そ
の
働
き
の
違
い
な
ど
か
ら
ス
ル
ホ
ニ
ル
尿
素

薬
、
速
効
型
イ
ン
ス
リ
ン
分
泌
促
進
薬
、
α
|

グ
ル
コ
シ
ダ
ー
ゼ
阻
害
薬
、
ビ
グ
ア
ナ
イ
ド
薬
、

チ
ア
ゾ
リ
ジ
ン
薬
の
５
つ
に
分
類
さ
れ
て
い
ま

す
。

　

イ
ン
ス
リ
ン
は
膵
臓
（
ひ
ぞ
う
）
の
ベ
ー
タ

細
胞
か
ら
分
泌
さ
れ
ま
す
。
ス
ル
ホ
ニ
ル
尿
素

薬
と
速
効
型
イ
ン
ス
リ
ン
分
泌
促
進
薬
は
、
こ

の
ベ
ー
タ
細
胞
を
直
接
刺
激
し
、
イ
ン
ス
リ
ン

を
分
泌
さ
せ
る
薬
剤
で
す
。

　

速
効
型
イ
ン
ス
リ
ン
分
泌
促
進
薬
は
ス
ル
ホ

ニ
ル
尿
素
薬
に
比
べ
、
よ
り
早
く
吸
収
さ
れ
、

貸し出し期間は、図書は1人5冊まで14日間、ビデオは1人2本まで4日間です。返却期間を守りましょう（夜間返却窓口もご利用ください）。
文化交流館　新刊図書・ビデオ 案内

だいせつざんのすがお

　山岳ガイド、旭岳ビジターセンター、自然解説員などで活
躍する人たちをリレーしています。高山植物、紅葉、雪、動
物など「自然の大博物館」といわれる大雪山の素顔が見えて
きます。

り、最近は常に入り口に通行
止めのような横棒が渡され、
一般登山道以上の用心を促す
注意書きが掛っています。旭
岳温泉から下ると、途中何度
か送電線下の作業道と交差し、作業道は危険な高
所作業用はしごや命綱で、ずっと下流の河原に行
ってしまうので注意が必要です。

　この登山道の西に並行
し、旭岳温泉から忠別川
に流下する「熊の沢」は、
一部の釣り人や登山者以
外、行く人もまれですが、
町史によれば「景観は素

晴らしい」とあります。大小の滝や、中間部に
延々続く滑り台のような川床などは確かになかな
かのものです。紅葉の今、訪れてみたい思いと、
相応の装備でも「もう“涼し過ぎる”なあ」とため
らう気持ちがせめぎ合います。

　文：旭岳ビジターセンター管理主任　菊地　基

　

生
活
習
慣
病
を
防
ご
う
⑨

大雪山の素顔

　
中
田
の「
健
康
に
ば
ん
ざ
い
」

Dr.

落
差
約
35
メ
ー
ト
ル
の
熊
の
沢
支
流

「
遊
子
の
沢
大
滝
」

▲

滝
裏
の
洞（
ほ
ら
）を
歩
く
熊
の
沢
遡
行
の
後
半「
岩
小
屋
の
滝
」

▲

熊
の
沢
大
滝
の
直
上
の
川
床
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カナダからの風にのせて
新連載

　

写
真
の
町
の
通
訳
の
と
き
、

関
東
地
方
か
ら
来
た
ゲ
ス
ト

の
方
が
声
を
か
け
て
く
れ
ま

し
た
。

　

「
わ
た
し
も
翻
訳
の
仕
事

を
し
て
い
ま
す
。
こ
の
町
の

図
書
館
に
行
っ
て
み
ま
し
た

が
、
英
語
の
本
が
な
い
で
す

ね
」
。
そ
し
て
次
に
口
か
ら

出
た
言
葉
に
は
、
雷
に
打
た

れ
た
か
の
ご
と
く
驚
き
ま
し

た
。
「
と
い
う
の
も
、
わ
た

し
に
と
っ
て
今
一
番
興
味
が

あ
る
の
が
英
語
の
本
の
多
読

な
の
で
す
」
と―

。

　

み
な
さ
ん
は
「
シ
ン
ク
ロ

ニ
シ
テ
ィ
ー
」
と
い
う
言
葉

を
聞
い
た
こ
と
が
あ
る
で
し

ょ
う
か
。
「
共
時
性
」
と
訳

し
ま
す
。
び
っ
く
り
す
る
よ

う
な
偶
然
の
出
来
事
、
奇
跡

と
思
え
る
よ
う
な
出
会
い
を

言
い
ま
す
。

　

実
は
わ
た
し
は
こ
こ
１
年

ほ
ど
頭
の
中
が
多
読
で
い
っ

ぱ
い
。
多
読
を
し
っ
か
り
や

れ
ば
誰
も
が
も
っ
と
英
語
が

で
き
る
よ
う
に
な
る
。
こ
れ

を
こ
の
町
で
や
り
た
い
、
と

思
っ
て
い
ま
し
た
。
多
読
の

良
さ
は
わ
が
子
で
実
証
済
み
。

で
も
、
ど
う
や
っ
た
ら
人
に

わ
か
っ
て
も
ら
え
る
だ
ろ
う

か
、
と
。
そ
ん
な
時
、
こ
の

見
ず
知
ら
ず
の
人
の
口
か
ら
、

多
読
の
こ
と
を
聞
く
な
ん
て

…

。
び
っ
く
り
仰
天
で
す
。

さ
ら
に
彼
女
は
続
け
ま
す
。

　

「
こ
の
五
年
で
多
読
が
急

速
に
広
ま
っ
て
い
る
」
「
杉

並
区
で
も
取
り
入
れ
て
い
る
」

「
素
晴
ら
し
い
英
語
力
が
つ

く
こ
と
が
各
地
で
実
証
さ
れ

て
い
る
」―

。
お
ま
け
に
多

読
の
第
一
人
者
に
も
紹
介
し

て
く
れ
る
と
い
う
の
で
す
。

ほ
ん
と
に
び
っ
く
り
。

　

こ
の
夏
、
わ
た
し
は
ほ
ん

の
数
人
な
が
ら
、
希
望
者
を

募
っ
て
多
読
講
座
を
開
く
予

定
を
立
て
て
い
ま
し
た
。
初

め
て
の
こ
と
で
不
安
で
し
た
。

で
も
そ
の
出
会
い
の
お
か
げ

で
、
自
信
を
持
っ
て
取
り
組

む
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

「
あ
な
た
の
進
ん
で
い
る

方
向
が
真
実
、
正
し
い
も
の

で
あ
る
と
き
、
『
シ
ン
ク
ロ

ニ
シ
テ
ィ
ー
』
は
起
こ
り
ま

す
」
と
何
か
の
本
に
書
い
て

あ
り
ま
し
た
。
「
シ
ン
ク
ロ

ニ
シ
テ
ィ
ー
」
が
わ
た
し
に
、

こ
の
道
が
正
し
い
と
教
え
て

く
れ
た
の
で
す
。

英語教育指導員　宮地晶子の

エイゴのマナビカタ

第53回

シンクロニシティー

Communication and the Time Di!erence
I have friends all over the world.  Some of these friends I met while they 
studied in Canada.  Others I had the chance to meet when I studied 
abroad in Osaka.  Many of my best friends, both Japanese, and others 
from various countries, live here in Japan.  Of course, my family and many 
of my other friends are back in Canada.
As a Canadian, I’m very familiar with trying to communicate with people 
in di!erent time zones.  Canada is so big that it is spread out over 6 
di!erent time zones.  If the time was 10:00 am in Western Canada, the 
time on the east coast would be 2:00pm (2:30pm in one province).  
It’s wonderful having friends all over the world.  I have people to visit in 
Japan, Australia, Hong Kong, Egypt, Brazil and many other places as well 
as Canada, of course.  "is is also di#cult though.  For example, one of 
my younger brothers celebrated his birthday on August 25th.  In the 
province of Alberta, the time is 15 hours behind Japan’s.  If I had tried to 
wish him ‘Happy Birthday!’ on August 25th here, it would still be August 
24th in Alberta.  Once it’s late enough in the day there for my brother to 
be awake, it’s too late in the day here to call, and I would be sleeping.  I 
would have to call my brother on the morning of August 26th.  (I forgot 
to call my brother this year, so I just sent an email!)
"e time di!erence makes communicating with those I love di#cult.  I 
hope that everyone can forgive me for calling on the wrong day in the 
middle of the night.  I can usually forgive them for accidentally calling me 
at 3am!  
"e time di!erence is just one thing among many that makes living in 
di!erent countries challenging.  However, since I think that calling is 
more personal than emailing, I will call when I can.  Hopefully the people 
I call agree with me (even at 3am!) that it’s the thought that counts!

Communication and the Time Di!erence
I have friends all over the world.  Some of these friends I met while they 
studied in Canada.  Others I had the chance to meet when I studied 
abroad in Osaka.  Many of my best friends, both Japanese, and others 
from various countries, live here in Japan.  Of course, my family and many 
of my other friends are back in Canada.
As a Canadian, I’m very familiar with trying to communicate with people 
in di!erent time zones.  Canada is so big that it is spread out over 6 
di!erent time zones.  If the time was 10:00 am in Western Canada, the 
time on the east coast would be 2:00pm (2:30pm in one province).  
It’s wonderful having friends all over the world.  I have people to visit in 
Japan, Australia, Hong Kong, Egypt, Brazil and many other places as well 
as Canada, of course.  "is is also di#cult though.  For example, one of 
my younger brothers celebrated his birthday on August 25th.  In the 
province of Alberta, the time is 15 hours behind Japan’s.  If I had tried to 
wish him ‘Happy Birthday!’ on August 25th here, it would still be August 
24th in Alberta.  Once it’s late enough in the day there for my brother to 
be awake, it’s too late in the day here to call, and I would be sleeping.  I 
would have to call my brother on the morning of August 26th.  (I forgot 
to call my brother this year, so I just sent an email!)
"e time di!erence makes communicating with those I love di#cult.  I 
hope that everyone can forgive me for calling on the wrong day in the 
middle of the night.  I can usually forgive them for accidentally calling me 
at 3am!  
"e time di!erence is just one thing among many that makes living in 
di!erent countries challenging.  However, since I think that calling is 
more personal than emailing, I will call when I can.  Hopefully the people 
I call agree with me (even at 3am!) that it’s the thought that counts!

コミュニケーションと時差
　カナダへの留学生や、わたしが大阪留学中に出会った
人など、世界中に友だちがいます。国籍はさまざまです
が、多くは日本在住です。またカナダにも家族とたくさ
んの友人がいます。わたしはカナダ人なので、時差のあ
る地域に住む人との付き合いをいろいろ経験してきまし
た。カナダは広いので時刻の基準が６つあります。例え
ば、カナダ西部が午前10時だと、東海岸は午後２時です
（２時半の地域もあります）。
　カナダだけではなく日本、豪州、香港、エジプト、ブ
ラジルその他世界中に友人いて、それはそれで素晴らし
いことです。でもこれがまた大変だったりもします。例
えば、８月25日は弟の誕生日。アルバータ（カナダ）は
日本より15時間遅れです。日本で25日に「誕生日おめで
とう！」と言おうとしたら、アルバータはまだ24日でし
た。結局、カナダ側が夜遅すぎて電話ができず、待って
いたら今度はこちらが寝る時間になり電話できませんで
した。結局26日朝に電話しました（今年は忘れていたの
でメールにしましたが）。
　確かに時差があると大事な人とのコミュニケーション
は難しくなります。間違って真夜中に電話してしまって
も許してほしい、と思います。わたしも誰かがうっかり
未明の午前３時に電話してきても許します。時差は外国
に住む大変さのほんの一例に過ぎませんが、ともあれ電
話のほうがメールより親しみを込めた感じがするので、
わたしはできるだけ電話しています。わたしが電話する
相手も同じように思っていてくれるといいな、と思いま
す（それがたとえ夜中の３時でも！）。だって大事なの
は気持ち、ですものね。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（訳：宮地晶子）

カナダからの風にのせて
英語指導助手／リンズィー・マクドナルド
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重
み
の
あ
る
言
葉

　

限
界
点
に
突
入
」
で
、
山
本
武
信
阪

南
大
教
授
は
生
産
・
消
費
の
転
換
が
急

務
と
し
、
「
成
長
の
限
界
な
ど
は
理
論

上
の
仮
説
に
す
ぎ
な
い
。
ま
た
限
界
は

遠
い
将
来
の
こ
と
と
し
て
き
た
が
（
中

略
）
、
地
球
が
自
力
で
や
っ
て
い
け
る

範
囲
は
限
ら
れ
て
い
る
と
い
う
現
実
が

鮮
明
に
な
っ
た
。

　

七
月
の
北
海
道
洞
爺
湖
サ
ミ
ッ
ト
で

は
温
室
効
果
ガ
ス
排
出
量
50
％
削
減
の

長
期
目
標
を
確
認
し
た
が
、
地
球
の
体

力
や
寿
命
を
考
え
る
と
ホ
ス
ピ
ス
的
視

点
（
地
球
の
末
期
を
見
と
る
）
が
必
要

で
あ
る
。

　

人
間
も
地
球
も
有
限
。
一
人
一
人
が

地
球
市
民
と
い
う
シ
ン
プ
ル
ラ
イ
フ
の

実
践
（
命
や
物
を
大
切
に
す
る
）
が
求

め
ら
れ
、
自
足
な
く
し
て
地
球
に
未
来

は
な
い
」
。

と
述
べ
ら
れ
て
い
る
（
以
上
要
約
）
。

　

や
や
固
い
話
に
な
っ
た
け
れ
ど
、
限

界
そ
の
も
の
の
尺
度
や
範
囲
を
考
え
た

と
き
は
難
し
さ
が
先
立
つ
よ
う
で
…
。

　

虫
の
声
九
月
か
ら
青
い
空
十
月
に
な

っ
て
「
重
み
の
あ
る
言
葉
」
を
つ
ま
み

出
し
た
が
、
さ
て
、
町
の
風
は
ど
う
だ

ろ
う
か
。

　

九
月
号
に
引
き
続
き
、
「
成
る
程
」

と
独
り
合
点
も
甚
だ
し
い
限
り
で
。
だ

が
、
気
に
な
り
出
し
た
ら
止
ま
ら
な
い

癖
を
平
に
お
許
し
い
た
だ
き
な
が
ら

…
。

　

本
当
に
…
北
京
五
輪
一
色
の
夏
に
飛

び
込
ん
で
き
た
日
本
選
手
と
家
族
の
言

葉
、

・
本
当
に
う
れ
し
い
金
・
銀
・
銅

・
本
当
に
良
か
っ
た
メ
ダ
ル

・
本
当
に
世
界
一
の
孫

・
本
当
に
あ
り
が
と
う
。
（
応
援
と
援

　

助
と
助
言
の
お
か
げ
）

・
本
当
に
残
念
。
欠
場
の
冷
酷
さ
と
出

　

場
の
残
酷
さ
と
練
習
の
過
酷
さ

・
本
当
に
幸
せ
、
メ
ダ
ル
を
持
ち
帰
れ

　

て
、

・
本
当
に
悲
痛
な
野
球
、
悲
願
の
ソ
フ

　

ト
、
そ
し
て
悲
鳴
を
上
げ
な
い
選
手

等
々
、
「
本
当
に
の
連
発
」
が
強
烈
な

日
々
で
あ
っ
た
。

　

そ
も
そ
も
、
本
当
と
は
「
ほ
ん
と
、

ほ
ん
も
の
、
真
実
」
で
あ
る
か
ら
、
嘘

や
偽
り
や
見
せ
か
け
で
は
な
い
事
・
様

重
み
の
あ
る
言
葉

町の風

雑
記
抄

金
」
な
の
だ
か
ら
、
ス
ゴ
イ
の
ひ
と
こ

と
に
尽
き
る
。
ど
ん
な
試
合
で
も
優
勝

す
る
こ
と
は
大
変
な
こ
と
で
あ
り
、
こ

れ
が
Ｗ
杯
と
な
れ
ば
言
う
ま
で
も
な
い
。

女
子
選
手
の
躍
進
が
素
晴
ら
し
い
こ
の

ご
ろ
、
「
主
軸
の
躍
進　

金
た
た
え
る
」

と
い
う
ス
ポ
ー
ツ
記
事
の
一
面
は
小
さ

い
が
、
そ
の
実
績
は
大
き
い
。

　

限
界
…
限
界
ば
や
り
と
い
っ
た
ら
、

い
い
加
減
な
こ
と
を
言
う
な
と
の
声
も
。

だ
が
、
ど
っ
こ
い
、

●
限
界
自
治
…
赤
字
再
建

団
体
と
か
財
政
破
た

ん
と
か
、
と
に
か

く
限
界
が
つ
く
と

本
当
に
大
変
な

こ
と
で
、
村
が

町
が
市
が
し
か
も

国
ま
で
が
と
な
る

と
、
そ
れ
ぞ
れ
が
抱

え
る
財
政
悪
化
は
「
住

民
不
在
や
無
人
化
」
を
余

儀
な
く
し
、
つ
い
に
は
ゴ
ー
ス
ト

タ
ウ
ン
と
な
る
の
で
あ
る
。

●
限
界
集
落
…
七
月
の
広
報
（
ス
ト
ッ

プ
・
ザ
・
限
界
集
落
）
で
も
要
約
し
た

が
、
過
疎
が
「
雑
多
な
負
」
を
増
大
さ

せ
る
限
界
集
落
に
も
更
に
注
視
す
べ
き

で
あ
る
。

●
限
界
地
球
…
正
し
く
は
「
地
球
社
会

　
で
あ
り
、
正
に
心
身
共
に
努
力
と
継
続

の
選
手
そ
の
人
で
あ
る
。
本
当
に
必
要

な
豊
か
さ
を
あ
り
が
と
う
、
選
手
の
皆

さ
ん
。

　

金
さ
ん
が
金
…
悲
願
の
金
メ

ダ
ル
を
手
に
笑
顔
を
見
せ

る
金
由
起
子
選
手
。

八
月
に
松
山
市
で

行
わ
れ
た
女
子
野

球
W
杯
で
悲
願

の
初
優
勝
に
輝

い
た
日
本
代
表
の

主
軸
が
金
さ
ん
な

の
で
あ
る
。

　

九
月
七
日
付
の
新
聞

で
、
全
６
戦
に
出
場
、
４

番
打
者
が
敬
遠
さ
れ
た
５
番
打
者

の
重
圧
か
ら
「
食
事
を
取
る
の
も
や
っ

と
だ
っ
た
」
と
明
か
さ
れ
た
が
、
願
い

は
こ
れ
を
き
っ
か
け
に
女
子
の
硬
式
野

球
が
増
え
る
こ
と
で
、
そ
の
決
意
の
程

が
胸
に
迫
る
の
で
あ
る
。

　

隔
年
開
催
の
Ｗ
杯
で
２
度
目
の
出
場

を
果
た
し
て
初
優
勝
し
た
「
金
さ
ん
が

Communication and the Time Di!erence
I have friends all over the world.  Some of these friends I met while they 
studied in Canada.  Others I had the chance to meet when I studied 
abroad in Osaka.  Many of my best friends, both Japanese, and others 
from various countries, live here in Japan.  Of course, my family and many 
of my other friends are back in Canada.
As a Canadian, I’m very familiar with trying to communicate with people 
in di!erent time zones.  Canada is so big that it is spread out over 6 
di!erent time zones.  If the time was 10:00 am in Western Canada, the 
time on the east coast would be 2:00pm (2:30pm in one province).  
It’s wonderful having friends all over the world.  I have people to visit in 
Japan, Australia, Hong Kong, Egypt, Brazil and many other places as well 
as Canada, of course.  "is is also di#cult though.  For example, one of 
my younger brothers celebrated his birthday on August 25th.  In the 
province of Alberta, the time is 15 hours behind Japan’s.  If I had tried to 
wish him ‘Happy Birthday!’ on August 25th here, it would still be August 
24th in Alberta.  Once it’s late enough in the day there for my brother to 
be awake, it’s too late in the day here to call, and I would be sleeping.  I 
would have to call my brother on the morning of August 26th.  (I forgot 
to call my brother this year, so I just sent an email!)
"e time di!erence makes communicating with those I love di#cult.  I 
hope that everyone can forgive me for calling on the wrong day in the 
middle of the night.  I can usually forgive them for accidentally calling me 
at 3am!  
"e time di!erence is just one thing among many that makes living in 
di!erent countries challenging.  However, since I think that calling is 
more personal than emailing, I will call when I can.  Hopefully the people 
I call agree with me (even at 3am!) that it’s the thought that counts!
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）中
央
分
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東川町に光がやってくる!!
申し込み受け付け中！

東川町に光がやってくる!!
申し込み受け付け中！
東川町に光がやってくる!!
申し込み受け付け中！
東川町に光がやってくる!!
申し込み受け付け中！

　昨年、実施しておりましたBフレッツ誘致活動では、910件の仮申し込みを獲得し要望を行った結果、
本年11月17日から東川町の一部の地域で順次サービスが開始されることとなりました。
　しかしながら、サービス提供エリアも一部の地域となっており、エリア拡大が重要な課題となってお
ります。
　また、NTTから当初提示のあった本契約700件で町内全域（天人峡、旭岳地区を除く）のサービス提
供条件が、本契約数で1,300件必要という条件変更の申し入れがありました。町、誘致の会ともこの条
件は納得できる条件ではなく、今後、第一期本契約件数の目標を550件に設定し当初の約束通りの本契
約数700件での町内全域サービス開始となるように、今後とも交渉に当たりたいと思っておりますので
皆さまのご協力をお願いいたします。
　今回提供されるエリアで本契約件数が目標に達しない場合、今後のエリア拡大はできなくなりますの
で、皆さんのご協力をお願いいたします。

東川振興公社からのお申し込みで、最大15,000円のキャッシュバック!!
東川町及び誘致の会が指定する東川振興公社からのお申し込みでキャッシュバックが受けられます！

ハイパーファミリーのみ＝12,000円キャッシュバック
ハイパーファミリー＋光でんわ＝15,000円キャッシュバック

※マンションタイプはそれぞれ2,000円減額

 本申し込みの方法
■仮申し込みされた方
　昨年の誘致活動のときに仮申し込みされた方が対象です。
　仮申し込みされた方は、東川町及び誘致の会が指定する東川振興公社の取り扱いとさせていただいております。
①９月１日以降順次「ＮＴＴ東日本北海道代理店受付センター」から申し込みに関する確認の連絡があります。　
　（※お電話の際には必ず「東川振興公社からの申し込み」であることをオペレーターよりお客様にお伝えします）
②電話にて申し込み内容、各種料金を確認して申し込むと手続き完了です。

■仮申し込みされていない方
　昨年の誘致活動のときに仮申し込みされていない方が対象です。
▼電話でのお申し込み
①東川振興公社にお電話（☎82-2632）でお申し込みください（平日午前９時～午後５時）
▼窓口でのお申し込み
①東川振興公社、道の駅「道草館」窓口で専用用紙に必要事項を記載しお申し込みください。　　　　　　　　　　　　
　注意　・東川振興公社（道草館から申し込みの人を含む）以外からのお申し込みではキャッシュバックは受けられません。
　　　　・他の代理店からの電話勧誘との取り違いにご注意ください。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　・仮申し込みされた方で、東川振興公社以外の代理店（家電量販店でパソコン購入と同時にBフレッツサービス
　　　　　を申し込まれる場合など）からお申し込みされる方は東川振興公社へキャンセルの連絡をしてください。　　
　　　　※光ファイバー引き込み工事の基本工事費は、現在キャンペーン期間中につき無料となっておりますが、建物の
　　　　　構造上、別途工事費が発生する場合がありますので、詳細はお問い合わせください。

お問い合わせ
サービス内容及びご利用料金、工事費等のご不明な点がございましたら、NTTブロードバンド担当へお問い合
わせください。☎0800－800－5586（通話料無料）
■誘致に関するお問い合せ：東川町企画総務課（誘致の会事務局）　担当：矢ノ目・平田☎82－2111
■申し込みに関するお問い合わせ：東川振興公社☎82－2632

16Higashikawa  2008 October



く

ら

し
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

■東川町役場　　　　
■改善センター（公民館）
■文化交流館
■文化ギャラリー
■B&G海洋センター
■町立診療所
■大雪消防組合東消防署
■道草館　　　　

82－2111
82－3200
82－4245
82－4700
82－4600
82－2101
83－0119
68－4777

くらし
・

ネットワーク

｝

東川町に光がやってくる!!
申し込み受け付け中！

　
　

　

　　

歳
88歳
73歳
72歳

　
父

直樹

力也

延友

渉

郁巳

10月の行事

人のうごき　8月16日～9月15日
（敬称略、掲載はご承諾をいただいております）

　
　

　

　

（前月比▲
（前月比＋
（前月比▲
（前月比＋

　
　

　

7,791人
3,714人
4,077人
3,180戸

3人
3人

17人
18人

　
　

　

1人）
4人）
5人）
2戸）

お 誕 生
生まれた子

倉内　敦也

岸田　奏汰

井澤　唯花

都志　日茉里

松﨑　史

おくやみ
亡き人
赤松　初枝
三井　瞳
大石　次男

ご 結 婚
大沼　貴義
寺島　裕子

人口・世帯数　8月末日現在
人　口／
　男　／
　女　／
世帯数／
出　生／
死　亡／
転　入／
転　出／

　
行政区

17区
西町2丁目
17区西町
26区
南町2丁目

行政区
31区
22区
東町3丁目

北町3丁目

　
母

佳恵

幸乃

美香

奈歩

さゆり

　
　

　

　

届出人
赤松　良作
三井　
大石　富子

い
者
に
対
す
る
医
療
費
の
一
部
助
成
の

受
給
対
象
を
そ
れ
ぞ
れ
拡
大
し
ま
す
。

１
．
乳
幼
児
等
医
療
費
の
助
成

▼
改
正
内
容　

入
院
の
医
療
費
助
成
は
、

対
象
年
齢
を
「
就
学
前
か
ら
小
学
校
６

年
生
ま
で
」
（
満
12
歳
に
達
す
る
日
以

後
の
最
初
の
３
月
31
日
ま
で
の
方
）
に

拡
大
し
ま
す
。
通
院
助
成
は
従
来
ど
お

り
就
学
前
ま
で
で
す
。

▼
手
続
き　

申
請
手
続
き
は
従
来
の
と

お
り
で
す
。
次
の
書
類
を
添
え
て
申
請

し
て
く
だ
さ
い
。

・
乳
幼
児
等
医
療
費
受
給
資
格
認
定
申
請
書

・
振
込
口
座
が
分
か
る
も
の
（
郵
便
局

　

及
び
貯
蓄
型
預
金
は
除
く
）

・
保
険
証
（
子
供
の
も
の
）

・
所
得
証
明
書
（
今
年
１
月
１
日
現
在

　

で
東
川
町
に
住
所
の
な
い
方
）

・
印
鑑

２
．
重
度
心
身
障
害
者
医
療
費
助
成

▼
改
正
内
容　

受
給
対
象
者
と
し
て
精

神
障
害
者
手
帳
１
級
所
持
者
を
拡
大
し

◎
委
託
事
業
開
始
日
…
平
成
20
年
10
月
1
日

※
注
意
事
項

①
民
間
事
業
者
の
担
当
者
が
保
険
料
を

　

収
納
す
る
場
合
は
、
必
ず
未
納
者
の

　

方
が
保
険
料
の
納
付
書
を
持
っ
て
い

　

る
場
合
に
限
ら
れ
ま
す
。

②
社
会
保
険
庁
が
発
行
し
た
保
険
料
の

　

納
付
書
を
持
っ
て
い
な
い
方
か
ら
、

　

民
間
事
業
者
の
担
当
者
が
現
金
を
預

　

か
り
、
領
収
書
を
発
行
す
る
こ
と
は

　

あ
り
ま
せ
ん
。

　

お
問
い
合
わ
せ
は
、
旭
川
社
会
保
険

事
務
所
☎
27
|
1
6
1
1
、
住
民
室

（
年
金
担
当
）
☎
82
|
2
1
1
1
（
内

線
1
2
3
）

乳
幼
児
等
、
重
度
心
身
障
が
い
者
の

医
療
費
を
そ
れ
ぞ
れ
助
成
拡
大
し
ま
す

　

10
月
１
日
か
ら
実
施
さ
れ
る
道
の
医

療
給
付
事
業
改
正
に
伴
っ
て
、
乳
幼
児

等
医
療
費
助
成
制
度
に
基
づ
く
乳
幼
児

等
の
医
療
費
の
助
成
、
重
度
心
身
障
が

 

住
民
福
祉
課
か
ら

国
民
年
金
保
険
料
の
収
納
業
務
が
民

間
委
託
に
な
り
ま
す
！

　

平
成
20
年
10
月
よ
り
国
民
年
金
保
険

料
が
未
納
と
な
っ
て
い
る
方
に
対
す
る

「
電
話
や
文
書
に
よ
る
納
付
督
励
」
や

「
戸
別
訪
問
に
よ
る
納
付
督
励
及
び
保

険
料
の
収
納
業
務
」
に
つ
い
て
民
間
委

託
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

　

今
ま
で
行
政
が
行
っ
て
き
た
業
務
を

民
間
事
業
者
に
委
託
す
る
こ
と
に
よ
り
、

民
間
事
業
者
の
創
意
工
夫
や
ノ
ウ
ハ
ウ

の
活
用
に
よ
り
、
低
コ
ス
ト
で
よ
り
良

い
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
を
図
る
た
め
導
入

さ
れ
ま
し
た
。

　

北
海
道
社
会
保
険
事
務
局
か
ら
委
託

を
受
け
た
左
記
民
間
事
業
者
が
電
話
や

文
書
、
戸
別
訪
問
な
ど
で
国
民
年
金
保

険
料
の
納
付
の
案
内
を
行
い
ま
す
。

◎
民
間
委
託
事
業
者
…
㈱
オ
リ
エ
ン
ト

　

コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン

ま
す
。
対
象
医
療
は
、
通
院
医
療
（
精

神
通
院
だ
け
で
な
く
一
般
の
通
院
医
療

を
含
む
）
、
訪
問
看
護
、
柔
道
整
復
等

（
入
院
医
療
は
対
象
外
）
。

▼
手
続
き　

次
の
書
類
を
添
え
て
申
請

し
て
く
だ
さ
い
。

・
重
度
心
身
障
害
者
医
療
費
受
給
者
証

　

交
付
申
請
書

・
保
険
証

・
精
神
保
健
手
帳

・
所
得
証
明
書
（
今
年
１
月
１
日
現
在

　

で
東
川
町
に
住
所
の
な
い
方
）

・
印
鑑

※
所
得
制
限
が
あ
り
ま
す
。

　

お
問
い
合
わ
せ
は
、
社
会
福
祉
室
☎

82
|
2
1
1
1
（
内
線
5
0
1
・

5
0
2
）

食
事
で
健
康
「
栄
養
教
室
」

　

不
適
切
な
食
事
の
摂
取
、
運
動
不
足

な
ど
が
原
因
の
生
活
習
慣
病
が
年
々
増

加
し
て
い
ま
す
。
身
近
な
材
料
を
使
っ

て
調
理
実
習
を
し
ま
す
。
「
自
分
の
健

康
は
自
分
で
守
る
」
を
柱
に
、
健
康
の

大
切
さ
を
考
え
ま
し
ょ
う
。

　

バ
ラ
ン
ス
、
味
付
け
な
ど
を
確
認
し
、

食
生
活
の
見
直
し
と
健
康
を
考
え
る
機

会
に
し
ま
し
ょ
う
（
希
望
す
る
方
は
食

生
活
改
善
推
進
員
と
な
る
単
位
を
取
得

で
き
ま
す
）
。

対
象　

町
民
の
方
ど
な
た
で
も

日
時　

10
月
23
日
（
木
）
午
前
10
時
〜

　

午
後
１
時
ご
ろ

場
所　

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

内
容　

講
話
「
健
診
デ
ー
タ
ー
か
ら
〜

　

食
事
と
体
の
結
び
つ
き
」
、
調
理
実

　

習
、
試
食
。
希
望
者
に
は
体
脂
肪
測

　

定
も
あ
り
ま
す

持
ち
物　

筆
記
道
具
、
エ
プ
ロ
ン
、
三

　

角
巾
（
食
材
料
の
一
部
と
し
て
１
０

　

０
円
自
己
負
担
）

申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ　

保
健
指

　

導
室
ま
で
☎
82
|
2
1
1
1
（
内
線

　

５
０
４
）

4日

18日

25日

大雪チャンピオンシップパークゴルフ大会（午前７時
半、キトウシパークゴルフ場、東神楽森林公園パーク
ゴルフ場）

エア・ドゥ就航10周年記念植樹（午前９時、ふるさとの
森予定地）

町社会福祉大会（午前９時、農村環境改善センター）

東川町に光がやってくる!!
申し込み受け付け中！
東川町に光がやってくる!!
申し込み受け付け中！

くらうち　　あつや

 きしだ　   そうた

  いざわ　    い はな

  ず  し　    ひ  ま  り

まつざき　しりゅう
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ら

し
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

く

ら

し
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

○旭川厚生病院・旭川がん検診センター特定健診、がん検診
お問い合わせは住民福祉課保健指導室☎８２－２１１１（内線５０３）

○インフルエンザ予防接種の実施

住民福祉課

旭川厚生病院

希望日の２週間前まで

オプション検診

そ の 他

検 査 項 目
料 金

対 象 者

申 込 方 法

申 込 期 間

時 間

会 場

実 施 日

健 診 機 関

10月31日（金）まで

午前7時～同9時（30分ごと
の受け付け）

保健福祉センター

11月19日（水）～21日（金）

旭川がん検診センター

11月11日（火）・12月11日（木）

旭川がん検診センター（保健福祉
センターよりバスで送迎します）

午前7時50分までに保健福祉セン
ターへ集合

広報と一緒に配布されるチラシの申込書に必要事項を記入し、住民福祉課
保健指導室にお申し込みください（事前予約が必要）

そ の 他

持 ち 物

接 種 費 用

対 象 者

実 施 機 関

接 種 期 間

①65歳以上（65歳になる誕生日から接種できます）
②60歳～65歳未満で、心臓やじん臓、呼吸器の機能またはヒト免疫不全
　ウイルスによる免疫の機能に障害がある方（医師の診断書または身体障
　害者手帳など障害の程度１級が確認できるものをご持参ください）
③15歳以下の方（中学３年生まで）
④上記以外の方は任意接種で受けることができます

1,000円（①②③対象者のみ）
※12歳未満の方は２回目の接種費用も補助対象となります
※④の方は補助対象外ですので2,500円になります

10月1日（水）～12月30日（火）までの毎週月～金曜日（祝日除く）　
午前９時～午後５時まで

東川町立診療所☎82-2101

健康保険証、運転免許証等身分の証明できるもの

接種を希望される方は直接町立診療所にお越しください

〈特定健診〉
特定健診受診券をお持ちの
①30歳から74歳までの町民で国民健康保険加入者（特定健診受診券は配
　布済みです） 
②40歳から74歳までの町民で①以外の医療保険の被保険者（厚生病院、
　がん検診センターの健診を受けられるか事業主などにお問い合わせくだ
　さい）
〈がん検診〉
40歳以上の町民（平成21年3月31日時点の年齢）
※子宮がん検診は20歳以上の女性の町民

〈特定健診〉
身体測定・腹囲測定・血圧測定・尿検査・問診・血液検査・医師診察・心
電図検査
※各医療保険で検査項目、料金が異なります（国民健康保険加入者は旭川
厚生病院762円、旭川がん検診センター873円）
〈がん検診〉
胃がん…胃バリウム検査（1,500円）
大腸がん…便の潜血検査（700円）
肺がん…胸部レントゲン検査（500円）
乳がん…視触診・マンモグラフィー、（50歳未満1,900円、50歳以上
1,600円）
子宮頚（けい）がん…頚部細胞診（1,500円）、超音波検査（500円）
子宮体部…必用な方のみ（700円）
※旭川厚生病院のがん検診は胃・大腸・肺がん検診のみの実施です
※乳がん・子宮がん検診は、旭川がん検診センターでのみ実施します

○特定健診を受診される方は健診当日、特定健診受診券・健康保険証・健
　診料金が必要です
○胃・大腸・肺がん検診をセットで受けた方：農協正組合員とその家族の
　方は、自己負担額に対して後日農協より助成があります

希望者対象：前立腺がん検診（2,625円）
※旭川厚生病院の検診のみ

持
ち
物　

手
袋
（
軍
手
程
度
の
薄
手
の

　

も
の
）
、
防
寒
着
・
靴
（
動
き
や
す

　

く
耐
水
性
あ
る
素
材
の
も
の
）
、
帽

　

子
（
防
寒
用
）
、
タ
オ
ル
（
汗
ふ
き

　

用
）
、
筆
記
用
具
、
飲
料
水

そ
の
他　

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
用
の
ポ
ー
ル

　

を
お
持
ち
で
な
い
方
は
無
料
で
貸
し

　

出
し
ま
す
。
運
動
強
度
は
60
歳
代
く

日
時　

11
月
10
日
（
１
回
目
）
と
平
成

　

21
年
１
月
30
日
（
２
回
目
）
の
午
前

　

９
時
半
〜
正
午

場
所　

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
集
団
検
診

　

室
に
集
合
（
実
技
は
戸
外
の
予
定
）

定
員　

40
人
程
度

内
容　

ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

　

の
基
礎
、
基
本
動
作
の
講
義
と
実
技

ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
教
室

の
開
催

　

無
理
な
く
歩
き
な
が
ら
健
康
維
持
に

最
適
な
ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

を
ご
存
知
で
す
か
。
上
川
保
健
所
か
ら

講
師
を
招
き
、
基
本
を
学
ぶ
教
室
を
開

き
ま
す
。
初
め
て
の
方
、
関
心
の
あ
る

方
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

対
象　

お
お
む
ね
２
歳
半
以
上
の
幼
児

　

と
お
母
さ
ん
（
お
父
さ
ん
も
大
歓
迎
）

日
時　

10
月
16
日
（
木
）
午
前
10
時
〜

　

正
午
ま
で

場
所　

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

内
容　

調
理
実
習
「
噛
む
噛
む
ク
ッ
キ

　

ン
グ
」
と
試
食
、
ミ
ニ
講
話

持
ち
物　

筆
記
道
具
・
エ
プ
ロ
ン
・
三

　

角
巾
（
親
子
と
も
）

申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ　

保
健
指

　

導
室
ま
で
☎
82
|
2
1
1
1
（
内
線

　

５
０
４
）

 

幼
児
セ
ン
タ
ー
か
ら

　

申
し
込
み
、
お
問
い
合
わ
せ
は
地
域

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
☎
82
|
５
１
０

０「
よ
ち
よ
ち
教
室
」
を
開
き
い
て
い

ま
す

　

零
歳
児
対
象
の
親
子
遊
び
の
教
室
で

す
。
乳
児
の
お
子
さ
ん
が
安
心
し
て
遊

べ
る
場
所
を
お
探
し
の
み
な
さ
ん
、
親

子
で
楽
し
く
遊
び
な
が
ら
お
友
達
を
つ

く
り
ま
し
ょ
う
。
お
兄
ち
ゃ
ん
や
お
姉

ち
ゃ
ん
も
一
緒
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

対
象　

零
歳
児
の
幼
児
と
お
母
さ
ん

日
時　

10
月
10
日
（
金
）
午
前
10
時
〜

　

正
午

場
所　

幼
児
セ
ン
タ
ー
内
子
育
て
支
援

　

セ
ン
タ
ー
プ
レ
イ
ル
ー
ム

参
加
予
定　

10
組
程
度
（
事
前
予
約
が

　

必
要
）
内
容　

赤
ち
ゃ
ん
体
操
、
親

「
元
気
っ
子
ク
ッ
キ
ン
グ
」
教
室
を

開
き
ま
す

　

子
ど
も
の
成
長
に
食
べ
物
は
と
て
も

大
切
で
す
。
親
子
で
料
理
を
し
ま
し
よ

う
。
苦
手
な
食
べ
物
も
お
い
し
く
食
べ

て
く
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
よ
。
楽
し

く
、
簡
単
に
出
来
る
料
理
を
一
緒
に
作

り
ま
し
ょ
う
。

　

ら
い
ま
で
を
想
定
し
て
い
ま
す
。
申

　

し
込
み
多
数
の
場
合
、
健
診
受
診
者

　

を
優
先
さ
せ
て
い
た
だ
く
場
合
も
あ

　

り
ま
す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ　

保
健
指

　

導
室
☎
82
|
2
1
1
1
（
内
線
５
０

　

４
）

　

セ
ン
タ
ー
プ
レ
イ
ル
ー
ム

参
加
予
定　

10
組
程
度
（
事
前
予
約
が

　

必
要
）

内
容　

見
学
会
（
ク
ラ
ス
に
入
っ
て
見
学
）

給
食
代　

親
子
１
食
分
１
８
０
円
（
当

　

日
徴
収
）

「
料
理
教
室
」
の
開
催

　

旬
の
食
材
を
使
っ
て
家
庭
で
簡
単
に

作
れ
る
メ
ニ
ュ
ー
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

日
時　

10
月
30
日
（
木
）
午
前
10
時
〜

　

正
午

対
象　

子
育
て
真
っ
最
中
の
方
（
保
護
者
）

場
所　

保
健
セ
ン
タ
ー
調
理
室
（
託
児

　

は
集
団
検
診
室
）

参
加
予
定
人
数　

15
組
程
度
（
事
前
予

　

約
、
託
児
室
を
用
意
し
ま
す
。
準
備

　

の
都
合
上
10
月
24
日
ま
で
に
お
申
し

　

出
く
だ
さ
い
）

内
容　

「
秋
の
味
覚
〜
き
の
こ
・
根
菜

　

を
い
た
だ
き
ま
す
！
」
。
講
師
は
教

　

育
大
旭
川
校
准
教
授
、
川
邊
淳
子
さ

　

ん
持
ち
物　

エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
、
手
ふ

　

き
タ
オ
ル
、
筆
記
用
具

材
料
費　

５
０
０
円
程
度
（
当
日
講
師

　

に
お
支
払
い
し
ま
す
）

　

子
遊
び
、
お
も
ち
ゃ
つ
く
り
、
伊
藤

　

副
園
長
を
囲
ん
で
「
子
ど
も
の
病
気
」

　

に
つ
い
て
の
交
流
会

セ
ン
タ
ー
ま
つ
り
「
親
子
あ
そ
ば
ん

か
い
」
の
開
催

　

幼
児
セ
ン
タ
ー
を
開
放
し
て
「
セ
ン

タ
ー
ま
つ
り
」
を
開
き
ま
す
。
ヨ
ー
ヨ

ー
つ
り
、
わ
た
あ
め
な
ど
楽
し
い
出
店

が
い
っ
ぱ
い
あ
り
ま
す
。
親
子
で
楽
し

い
ひ
と
と
き
を
過
ご
し
ま
し
ょ
う
。

日
時　

10
月
26
日
（
日
）
午
前
10
時
〜

　

正
午

場
所　

幼
児
セ
ン
タ
ー
プ
レ
イ
ル
ー
ム
、

　

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

対
象　

町
内
在
住
、
乳
幼
児
か
ら
小
学

　

校
低
学
年
ま
で
の
親
子

内
容　

旭
川
在
住
の
絵
本
作
家
、
堀
川

　

真
さ
ん
の
「
楽
し
い
工
作
」
コ
ー
ナ

　

ー
、
ヨ
ー
ヨ
ー
つ
り
、
ゲ
ー
ム
コ
ー

　

ナ
ー
な
ど

見
学
会
「
一
緒
に
考
え
よ
う
」
を
開

き
ま
す

　

今
回
は
３
歳
児
以
上
の
子
ど
も
の
様

子
を
見
学
予
定
で
す
。
一
緒
に
昼
食
も

食
べ
ま
す
。
来
年
度
幼
児
セ
ン
タ
ー
に

入
園
を
ご
希
望
の
方
は
ぜ
ひ
ご
参
加
く

だ
さ
い
。

日
時　

10
月
17
日
（
金
）
午
前
９
時
半

　

〜
正
午

対
象　

３
、
４
、
５
歳
児
の
お
子
さ
ん

　

と
お
母
さ
ん

場
所　

幼
児
セ
ン
タ
ー
内
子
育
て
支
援

入札及び工事・業務発注結果のお知らせ
公共工事等の入札結果をお知らせします。お問い合わせは公共施設管理室☎82－2111（内線237）

工　事　名　等入札日 請負業者 請負価格（円）税込 契約方法等

6月26日

7月29日

8月12日

8月26日

9月12日

都市建設課

㈱タダノ

㈲谷地建設

松井組工建㈱

旭川設計測量㈱

松井組工建㈱

㈱小岩組

㈱ひだの塗装工業

㈱エム･イー器械

㈱小岩組

㈱花本建設

松井組工建㈱

㈱堀部造園

五洋建設㈱札幌支社

藤田建設工業㈱

㈱小岩組

花本建設㈱

㈱藤田組

㈲谷地建設

松井組工建㈱

㈱山田ポンプ商会

2,257,500
4,515,000
4,830,000
2,205,000

24,150,000
18,060,000

7,875,000
2,908,500

45,150,000
10,500,000

5,985,000
6,405,000

81,900,000
2,677,500
2,310,000

27,300,000
47,250,000
19,950,000
19,425,000

5,775,000

指名競争入札

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

指名3社
同5社
〃　

同7社
同9社
同4社
同3社
同4社
同9社
同5社
〃　

同6社
同5社
〃　

〃　

〃　

同4社
同5社
同4社
同9社

教員住宅外部塗装工事

公営住宅北団地A5 外壁改修工事
西3号南3丁目道路他1路線改良工事
西10号道路概略設計業務委託
平成20年度景観形成総合支援事業その1工事
平成20年度景観形成総合支援事業その2工事
平成20年度景観形成総合支援事業その3工事
血圧脈波検査装置購入

西部コミュニティセンター増築工事

農山漁村活性化プロジェクト支援交付金事業　水交流施設整備工事

東川町立診療所外構補修工事

グリーンヴィレッジ宅地及び遊歩道植栽工事

天人峡道路天津橋上部工製作工事

西川南団地公園整備工事

東川第一小学校屋外遊具整備工事

農山漁村活性化プロジェクト支援交付金事業第一地区農村公園整備工事

大雪遊水公園整備工事

平成20年度景観形成総合支援事業キトウシ地区その1工事
農山漁村活性化プロジェクト支援交付金事業第一地区公園トイレ新築工事

文化ギャラリー収蔵庫空調設備改修工事
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く

ら

し
・
ネ
ッ
ト
ワ
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ク
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ら

し
・
ネ
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ト
ワ
ー
ク

お
問
い
合
わ
せ　

地
域
づ
く
り
推
進
室

　

☎
82
|
2
1
1
1
（
内
線
２
６
１
）

農
民
彫
刻
家
、
松
田
与
一
氏
宅
前
に

案
内
標
識
を
設
置

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

教
育
委
員
会

　

㈱
造
形
美
術
（
東
川
・
新
田
豊
社
長
）

が
こ
の
ほ
ど
、
13
南
の
松
田
与
一
さ
ん

宅
前
の
町
道
脇
に
、
案
内
看
板
（
高
さ

約
４
㍍
、
四
辺
形
の
一
辺
１
㍍
）
を
設

置
し
ま
し
た
。

　

中
央
の
大
き
な
四
辺
形
に
「
緑
色
で

松
田
与
一　

彫
刻
の
館
」
、
同
時
に
英

語
の
案
内
表
記
も
あ
り
ま
す
。
赤
色
、

黄
色
、
緑
色
の
３
色
を
基
本
に
、
道
標

と
し
て
分
か
り
や
す
い
配
色
に
な
っ
て

い
る
の
が
特
徴
で
す
。
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

　

松
田
さ
ん
は
、
農
民
彫
刻
家
と
し
て

町
内
各
所
に
数
々
の
作
品
を
制
作
さ
れ

て
お
り
、
自
宅
に
ギ
ャ
ラ
リ
ー
を
併
設

し
て
作
品
を
公
開
し
て
い
ま
す
。

故
山
本
正
男
元
町
議
に
叙
勲
。
旭
日

単
光
章
を
伝
達

　

３
期
12
年
間
に
渡
っ
て
町
議
会
議
員

と
し
て
活
躍
さ
れ
、
地
方
自
治
功
労
に

成
事
業
の
助
成
を
受
け
て
購
入
し
た
も

の
で
す
。

　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業
は
、
同
セ

ン
タ
ー
が
全
国
自
治
宝
く
じ
の
普
及
広

報
の
た
め
、
宝
く
じ
の
受
託
事
業
収
入

を
財
源
と
し
て
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
活

動
促
進
と
そ
の
発
展
、
宝
く
じ
の
普
及

広
報
を
目
的
と
し
て
行
わ
れ
て
い
る
も

の
で
す
。

　

新
し
い
テ
ン
ト
は
軽
量
で
組
み
立
て

が
簡
単
な
た
め
、
行
政
区
の
行
事
や
屋

外
活
動
な
ど
に
広
く
利
用
い
た
だ
く
こ

と
が
で
き
ま
す
。

　

利
用
を
希
望
さ
れ
る
行
政
区
や
団
体

は
、
地
域
活
性
課
地
域
づ
く
り
推
進
室

☎
82
|
2
1
1
1
（
内
線
２
６
１
）
へ

事
前
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

一
日
行
政
相
談
所
の
開
設

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

地
域
活
性
課

　

「
行
政
相
談
週
間
」
（
10
月
20
日
か

ら
同
月
26
日
）
に
ち
な
ん
で
一
日
行
政

相
談
所
を
開
設
し
ま
す
。
道
路
、
交
通

安
全
、
雇
用
問
題
や
国
の
行
政
全
般
に

つ
い
て
、
お
困
り
ご
と
を
お
気
軽
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

日
時　

10
月
16
日
（
木
）
午
後
１
時
半

　

か
ら
同
４
時
ま
で

場
所　

町
い
き
い
き
セ
ン
タ
ー
（
東
川

　

町
社
会
福
祉
協
議
会
）
内
相
談
室

相
談
員　

稲
井
孝
子
さ
ん
（
西
町
８
丁

　

目
２
|
10
☎
82
|
２
３
２
８
）

そ
の
他　

相
談
は
秘
密
厳
守
、
料
金
は

　

無
料
で
す

議
長
か
ら
叙
勲
伝
達
を
受
け
ま
し
た
。

故
山
本
氏
は
１
９
７
５
（
昭
和
50
）
年

か
ら
１
９
９
１
（
平
成
３
）
年
ま
で
の

間
に
、
３
期
12
年
間
東
川
町
議
会
議
員

と
し
て
地
方
自
治
に
力
を
尽
く
さ
れ
ま

し
た
。
そ
の
間
、
１
９
７
２
（
昭
和

47
）
年
か
ら
1
期
、
町
農
業
委
員
と
し

て
も
活
躍
さ
れ
ま
し
た
。

泉
さ
ん
、
永
井
さ
ん
の
2
人
に
上
川

支
庁
長
か
ら
交
通
安
全
感
謝
状

　

町
交
通
安
全
指
導
員
の
西
町
３
、
泉

文
夫
さ
ん
（
写
真
右
）
、
西
町
１
、
永

井
昭
さ
ん
（
同
左
）
の
２
人
が
長
年
の

交
通
安
全
活
動
で
上
川
支
庁
長
感
謝
状

を
受
け
ま
し
た
。

　

10
月
10
日
同
支
庁
で
授
与
式
が
行
わ

　
功
績
が
あ
っ
た
23
区
、
故
山
本
正
男
氏

（
今
年
７
月
、
85
歳
で
逝
去
）
が
旭
日

単
光
章
を
受
章
し
、
９
月
５
日
役
場
で

伝
達
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

長
女
の
工
藤
好
美
さ
ん
が
役
場
を
訪

れ
、
松
岡
市
郎
町
長
、
浜
辺
啓
町
議
会

休
日
、
夜
間
の
納
付
相
談
窓
口
を
開

設
し
ま
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

税
務
課

　

町
税
並
び
に
各
種
使
用
料
等
の
納
付

を
期
限
内
に
納
付
で
き
な
い
ケ
ー
ス
が

増
え
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
厳
し
い
状

況
の
中
で
も
生
活
費
を
節
約
し
て
納
付

し
て
く
だ
さ
る
方
や
、
納
付
計
画
に
よ

り
毎
月
決
ま
っ
た
額
を
納
入
し
て
く
だ

さ
る
方
も
い
ま
す
。
町
税
、
国
民
健
康

保
険
料
、
介
護
保
険
料
、
公
営
住
宅
使

用
料
、
下
水
道
使
用
料
、
保
育
料
な
ど

を
納
期
限
ま
で
に
納
付
で
き
な
か
っ
た

方
を
対
象
に
、
次
の
と
お
り
休
日
、
夜

間
の
納
付
相
談
窓
口
を
開
設
し
ま
す
の

で
、
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。　

　

残
念
な
が
ら
納
付
相
談
や
納
付
が
な

い
場
合
は
財
産
調
査
を
実
施
し
、
財
産

が
あ
る
場
合
に
は
滞
納
処
分
（
給
料
、

銀
行
預
金
な
ど
の
差
し
押
さ
え
や
不
動

産
、
動
産
の
公
売
な
ど
）
を
実
施
す
る

場
合
も
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
留
意
願
い

ま
す
。

日
時　

10
月
26
日
（
日
）
午
前
９
時
〜

　

午
後
５
時
、
10
月
27
日
（
月
）
午
後

　

５
時
半
〜
同
８
時

場
所　

役
場
１
階
税
務
課
４
番
窓
口

中
央
分
館
イ
ベ
ン
ト
テ
ン
ト
の
購
入

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

地
域
活
性
課

　

中
央
分
館
で
は
イ
ベ
ン
ト
用
テ
ン
ト

23
張
り
を
新
た
に
購
入
し
ま
し
た
。

　

（
財
）
自
治
総
合
セ
ン
タ
ー
（
東
京
）

が
行
っ
て
い
る
一
般
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助

れ
ま
し
た
。
坂
口
収
支
庁
長
か
ら
「
今

後
も
地
域
の
交
通
安
全
確
保
の
た
め
ま

す
ま
す
ご
尽
力
く
だ
さ
い
」
と
感
謝
状

と
激
励
を
受
け
ま
し
た
。

郷
土
館
前
の
井
戸
ポ
ン
プ
再
び
破
損
、

約
10
万
円
被
害

　

８
月
23
日
、
町
郷
土
館
前
庭
に
設
置

し
て
い
る
井
戸
水
手
押
し
ポ
ン
プ
が
壊

さ
れ
て
い
る
の
が
見
つ
か
り
ま
し
た
。

町
で
は
公
共
物
の
器
物
損
壊
で
旭
川
東

署
に
被
害
届
を
出
し
、
同
署
で
犯
人
を

調
べ
て
い
ま
す
。

 

調
べ
で
は
、
壊
さ
れ
て
い
た
の
は
井

戸
水
手
押
し
ポ
ン
プ
の
給
水
管
部
分
切

断
と
隣
接
し
て
設
置
し
て
い
た
ベ
ン
チ

２
脚
。
前
日
の
日
中
は
正
常
だ
っ
た
こ

と
か
ら
、
前
日
夜
か
ら
こ
の
日
未
明
に

か
け
て
壊
さ
れ
た
も
の
と
見
ら
れ
ま
す
。

ポ
ン
プ
は
土
台
部
分
に
土
砂
が
詰
め
込

ま
れ
て
お
り
、
合
わ
せ
て
約
10
万
円
相

　

で
す

○
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
は
緩
ま
な
い
よ

　

う
正
し
い
装
着
を
―
。

町
の
株
主
が
続
々
誕
生
!!

　

今
年
６
月
か
ら
誕
生
し
た
「
写
真
の

町
」
ひ
が
し
か
わ
株
主
制
度
に
賛
同
し

て
、
町
の
株
主
が
誕
生
し
て
い
ま
す
。

8
月
25
日
に
は
、
札
幌
東
川
会
員
の
山

崎
和
男
さ
ん
、
ま
き
子
さ
ん
ご
夫
妻

（
札
幌
市
在
住
）
、
９
月
１
日
に
は
佐

藤
隆
政
、
礼
子
さ
ん
ご
夫
妻
＝
㈱
大
和

社
長
（
旭
川
）
が
そ
れ
ぞ
れ
町
の
株
主

と
し
て
登
録
さ
れ
ま
し
た
。

当
の
被
害
を
受
け
ま
し
た
。

 

ポ
ン
プ
は
２
年
前
に
設
置
さ
れ
て
以

来
、
昨
年
も
手
押
し
部
分
の
金
具
が
何

者
か
に
切
断
被
害
を
受
け
て
い
ま
す
。

町
で
は
早
急
に
ポ
ン
プ
本
体
の
復
旧
工

事
を
行
う
と
と
も
に
、
２
度
に
わ
た
る

悪
質
な
行
為
を
厳
し
く
追
及
し
、
犯
人

に
損
害
賠
償
を
強
く
求
め
る
こ
と
に
し

て
い
ま
す
。

交
通
量
が
多
い
秋
の
輸
送
繁
忙
期
は

要
注
意
！

　

10
月
17
日
（
金
）
か
ら
同
月
26
日

（
日
）
は
「
秋
の
輸
送
繁
忙
期
の
交
通

安
全
運
動
」
期
間
で
す
。
農
作
物
の
収

穫
輸
送
な
ど
物
流
量
が
増
え
る
秋
の
繁

忙
期
は
、
道
路
の
交
通
量
も
多
く
な
り

ま
す
。
交
通
事
故
に
遭
わ
な
い
た
め
に
、

十
分
な
注
意
が
必
要
で
す
。

　

重
点
目
標
は
次
の
項
目
で
す
。

○
ス
ピ
ー
ド
出
し
す
ぎ
と
過
労
運
転
を  

　

防
ぎ
ま
し
ょ
う

○
夕
暮
れ
時
は
高
齢
者
の
事
故
に
特
に

　

気
を
つ
け
ま
し
ょ
う

○
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
は
後
部
座
席
も
必
要

臨
時
職
員
（
給
食
調
理
員
）
の
募
集

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

教
育
委
員
会

　

町
立
小
、
中
学
校
の
臨
時
職
員
（
給

食
調
理
員
）
を
募
集
し
ま
す
。　
　
　

採
用
予
定　

給
食
調
理
員
（
若
干
名
）

応
募
資
格　

調
理
師
資
格
、
自
動
車
運

　

転
免
許
の
取
得
者
、
町
内
在
住
者
の

　

健
康
な
方

締
め
切
り　

10
月
10
日
（
金
）
（
必
着
）

採
用
年
月
日 

11
月
4
日
（
予
定
）

賃
金
体
系　

町
臨
時
職
員
賃
金
規
定
に

　

よ
る
。
（
日
額
５
千
７
０
０
円
）

勤
務　

月
曜
日
か
ら
金
曜
日
ま
で
の
週

　

5
日
間
（
学
校
の
休
み
中
は
除
き
ま

　

す
）

勤
務
時
間　

午
前
8
時
15
分
か
ら
午
後

　

4
時
ま
で
の
間
の
７
時
間
勤
務

提
出
書
類　

履
歴
書
、
調
理
師
資
格
証

　

の
写
し

そ
の
他　

面
接
は
申
し
込
み
者
に
後
日

　

ご
連
絡
し
ま
す　
　
　
　
　
　
　

申
し
込
み
、
お
問
い
合
わ
せ　

生
涯
学

　

習
課
（
東
川
町
東
町
１
丁
目
15
|
３
）

　

☎
82
|
2
1
1
1
（
内
線
５
８
２
）

　

担
当
・
高
木

３
、
４
月
採
用
自
衛
官
（
２
等
陸
･

海
･
空
士
）
の
募
集

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

企
画
総
務
課

受
験
資
格　

日
本
国
籍
を
有
し
、
平
成

　

21
年
4
月
1
日
現
在
18
歳
以
上
27
歳

　

未
満
の
者

試
験
日　

平
成
20
年
11
月
3
日
ま
た
は

　

11
月
4
日
の
希
望
す
る
日

試
験
会
場　

陸
上
自
衛
隊
旭
川
駐
屯
地

　

（
旭
川
市
春
光
町
）

締
め
切
り  
10
月
24
日
（
金
）

入
隊
予
定
日  
平
成
21
年
3
月
下
旬
か

　

ら
4
月
上
旬

お
問
い
合
わ
せ　

自
衛
隊
旭
川
地
方
協

　

力
本
部
南
地
区
隊
☎
22
|
０
６
４
８
、

　

役
場
企
画
総
務
課
総
務
係
☎
82
|
２

　

１
１
１（
内
線
２
２
２
）、募
集
相
談
員

　

の
小
野
さ
ん
（
☎
82
|
３
７
３
７
）

全
町
ふ
れ
あ
い
ミ
ニ
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

大
会
の
参
加
者
を
募
集

　
　
　
　
　
　
　
　

東
川
町
ミ
ニ
バ
レ
ー
協
会

　

東
川
町
ミ
ニ
バ
レ
ー
協
会
主
催
で
開

催
す
る
第
20
回
全
町
ふ
れ
あ
い
ミ
ニ
バ

レ
ー
大
会
参
加
者
を
募
集
し
ま
す
。

日
時　

11
月
9
日
午
前
9
時
半
試
合
開

　

始
（
開
会
式
は
午
前
９
時
20
分
か
ら
）

会
場　

東
川
町
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー

対
象　

ミ
ニ
バ
レ
ー
協
会
員
、
町
内
在

　

住
ま
た
は
勤
務
者

種
目　

①
リ
ト
ル
ジ
ュ
ニ
ア
の
部
（
小

　

１
〜
３
年
生
と
大
人
2
人
）
②
ジ
ュ

　

ニ
ア
の
部
（
小
４
〜
６
年
生
と
大
人

　

2
人
）
③
中
学
生
の
部
（
中
１
〜
３

　

年
生
と
大
人
2
人
）

参
加
料　

１
チ
ー
ム
千
円
（
障
害
保
険

　

料
を
含
む
。
大
会
当
日
、
会
場
受
け

　

付
け
で
徴
収
し
ま
す
）

申
し
込
み
、
お
問
い
合
わ
せ　

10
月
30

　

日
ま
で
に
選
手
名
簿
を
東
川
町
Ｂ
＆

　

Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー
内
事
務
局
に
ご
提

　

出
く
だ
さ
い
。
☎
82
|
４
６
０
０ 大雪消防組合東消防署・東川消防団

平成20年

秋の火災予防運動
平成20年

秋の火災予防運動
平成20年

秋の火災予防運動
平成20年

秋の火災予防運動
■運動期間　10月15日（水）～10月31日（金）■運動期間　10月15日（水）～10月31日（金）

統一標語
「火のしまつ　君がしなくて　誰がする」

重点事項
○住宅用火災警報器・消火器を設置しましょう。
○暖房機の使用には十分注意しましょう。

期間中の主な行事
○防火啓蒙サイレンの吹鳴
　15日から3日間午後7時に15秒間
○防火パレード
○街頭広報等

山崎さんご夫婦 佐藤さんご夫妻

21 20Higashikawa  2008 October Higashikawa  2008 October



キ
ャ
ッ
チ
大
賞

く

ら

し
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

く

ら

し
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

　

 

社
協
だ
よ
り

　

温
か
い
善
意
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

　
　

８
月
16
日
か
ら
９
月
15
日
ま

　

で
に
社
会
福
祉
事
業
に
ご
寄
付

　

を
い
た
だ
き
ま
し
た
方
は
次
の

　

と
お
り
で
す
。

　

《
ご
香
典
の
返
礼
に
か
え
て
》　

　

31
区　
　
　
　

赤
松　

良
作
様　
　

　

22
区　
　
　
　

三
井　
　

茂
様

　

東
町
3
丁
目　

大
石　

富
子
様

　

今
月
の
く
ら
し
の
相
談
日
ご
案
内

　
　

町
民
の
み
な
さ
ん
の
困
っ
て

　

い
る
こ
と
な
ど
、
相
談
日
を
設

　

け
て
毎
月
一
回
第
3
木
曜
日
午

　

後
１
時
半
か
ら
同
４
時
ま
で
社

　

協
相
談
室
で
相
談
に
応
じ
て
い

　

ま
す
。

　
　

今
月
の
相
談
日
と
相
談
員
は

　

次
の
と
お
り
で
す
。

　

10
月
16
日　

稲
井　

孝
子

（
旭
川
）
を
「
５
|
２
」
で
破
り
、
決

勝
戦
は
美
瑛
野
球
少
年
団
を
「
４
|
２
」

で
下
し
ま
し
た
。

自
賠
責
保
険
・
共
済
の
有
効
期
限
は

切
れ
て
い
ま
せ
ん
か

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

旭
川
運
輸
支
局

　

自
賠
責
（
自
動
車
損
害
賠
償
保
険
）

・
共
済
は
、
万
一
の
自
動
車
事
故
の
際

の
基
本
的
な
対
人
賠
償
を
目
的
と
し
て
、

原
動
機
付
き
自
転
車
を
含
む
す
べ
て
の

自
動
車
１
台
ご
と
に
加
入
を
義
務
付
け

ら
れ
て
い
ま
す
。

　

四
輪
車
ば
か
り
で
な
く
、
車
検
制
度

の
な
い
２
５
０
c
c
以
下
の
バ
イ
ク

（
原
動
機
付
き
自
転
車
、
軽
二
輪
自
動

車
）
は
、
有
効
期
限
切
れ
、
掛
け
忘
れ

に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　

お
問
い
合
わ
せ
は
、
旭
川
運
輸
支
局

輸
送
・
監
査
担
当
☎
51
|
５
２
７
２

（
直
通
）
、
ま
た
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

http://w
w
w
.jibai.jp

「
女
性
の
人
権
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
」
の

特
設
電
話
相
談
を
開
設

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

旭
川
地
方
法
務
局

　

旭
川
地
方
法
務
局
、
旭
川
人
権
擁
護

員
連
合
会
は
、
11
月
17
日
か
ら
同
月
23

日
ま
で
を
「
女
性
の
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
強

化
週
間
」
と
し
、
女
性
の
人
権
問
題
に

関
す
る
電
話
相
談
に
応
じ
ま
す
。

　

時
間
は
、
平
日
午
前
８
時
半
か
ら
午

後
７
時
ま
で
、
土
・
日
曜
日
は
午
前
10

時
か
ら
午
後
５
時
ま
で
。
特
設
電
話
は

☎
０
５
７
０
|
０
７
０
|
８
１
０

　

お
問
い
合
わ
せ
は
人
権
擁
護
課
☎
38

|
１
１
６
９

全
国
労
働
衛
生
週
間
で
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　

旭
川
労
働
基
準
監
督
署

　

10
月
１
日
（
水
）
〜
７
日
（
火
）
は

「
全
国
労
働
衛
生
週
間
」
で
す
。

　

「
あ
な
た
が
主
役　

明
る
い
職
場
と

健
康
づ
く
り
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
、
明

る
く
快
適
で
安
全
で
健
康
保
持
増
進
を

図
る
こ
と
が
で
き
る
職
場
環
境
作
り
の

促
進
に
取
り
組
み
ま
し
ょ
う
。
事
業
場

の
自
主
的
労
働
衛
生
管
理
を
進
め
ま
し

ょ
う
。

　

お
問
い
合
わ
せ
は
☎
35
|
５
９
０
１

（
第
3
方
面
）

泊
発
電
所
で
プ
ル
サ
ー
マ
ル
計
画
を

検
討
し
て
い
ま
す

　
　
　
　
　
　
　

北
海
道
総
務
部
危
機
対
策
局

　

北
海
道
と
後
志
管
内
泊
村
、
共
和
町
、

岩
内
町
、
神
恵
内
町
の
北
海
道
電
力
泊

原
子
力
発
電
所
周
辺
関
係
自
治
体
は
、

北
海
道
電
力
㈱
か
ら
今
年
４
月
に
申
し

入
れ
を
受
け
た
泊
発
電
所
３
号
機
に
お

け
る
プ
ル
サ
ー
マ
ル
計
画
に
関
す
る
事

前
了
解
の
協
議
に
つ
い
て
「
プ
ル
サ
ー

マ
ル
計
画
に
関
す
る
有
識
者
検
討
会
議
」

で
計
画
の
安
全
性
に
つ
い
て
科
学
的
か

つ
専
門
的
な
見
地
か
ら
検
討
を
進
め
て

い
ま
す
。

　

詳
し
く
は
北
海
道
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
お
問
い
合
わ
せ
は

原
子
力
安
全
課
環
境
安
全
グ
ル
ー
プ
☎

０
１
１
|
２
０
４
|
５
０
１
２

Ｕ
Ｒ
Ｌ
は

http://w
w
w
.pref.hokkaido.lg.jp/

sm
/gat/p_top.htm

困
っ
た
と
き
は
「
貸
金
業
苦
情
相
談

専
用
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

上
川
支
庁

　

貸
金
業
者
に
よ
る
高
金
利
被
害
が
相

　

次
い
で
い
ま
す
。
新
聞
や
雑
誌
に
広
告

が
掲
載
さ
れ
て
い
る
業
者
で
も
安
全
と

は
限
り
ま
せ
ん
。
不
当
に
高
い
金
利
の

契
約
を
迫
ら
れ
た
と
き
な
ど
、
絶
対
に

契
約
書
は
交
わ
さ
ず
、
ま
ず
相
談
し
て

く
だ
さ
い
。

　

北
海
道
で
は
、
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
で

専
門
の
相
談
員
が
苦
情
相
談
を
受
け
付

け
て
い
ま
す
。
毎
週
月
、
金
曜
日
の
午

前
10
時
か
ら
正
午
、
午
後
１
時
か
ら
同

４
時
ま
で
（
祝
、
祭
日
と
年
末
・
年
始

（
12
月
29
〜
１
月
３
日
ま
で
）
は
除
く
）
。

　

専
用
ダ
イ
ヤ
ル
は
☎
０
１
２
０
|
１

|
７
８
３
７
２

　

お
問
い
合
わ
せ
は
商
工
労
働
観
光
課

商
工
振
興
係
☎
46
|
５
９
４
０
、
ま
た

は
北
海
道
経
済
部
商
工
局
商
工
金
融
課

☎
０
１
１
|
２
０
４
|
５
３
４
５

　
　
　
　
　

赤
い
羽
根
共
同
募
金
に

　
　
　
　
　

ご
支
援
く
だ
さ
い

　
　
　
　
　
　
　

（
財
）
北
海
道
共
同
募
金
会

　
　
　
　
　
　

「
地
域
の
福
祉
、
み
ん

　
　
　
　
　

な
で
参
加
」
を
ス
ロ
ー
ガ

ン
に
、
10
月
1
日
か
ら
12
月
31
日
ま
で
、

道
内
一
斉
に
赤
い
羽
根
共
同
募
金
運
動

が
始
ま
り
ま
す
。

　

寄
付
金
は
、
民
間
の
社
会
福
祉
施
設

や
社
会
福
祉
協
議
会
、
小
中
学
校
の
児

童
、
生
徒
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
、
母

子
・
父
子
家
庭
の
交
流
会
、
お
年
寄
り

や
身
体
に
障
害
を
持
つ
方
た
ち
の
た
め

の
移
動
用
車
両
（
車
椅
子
用
リ
フ
ト
付

き
）
の
購
入
、
市
民
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
や

Ｎ
Ｐ
Ｏ
（
非
営
利
活
動
法
人
）
団
体
へ

の
活
動
支
援
な
ど
に
役
立
っ
て
い
ま
す
。

　

お
問
い
合
わ
せ
は
（
社
）
北
海
道
共

同
募
金
会
（
札
幌
市
中
央
区
北
2
条
西

７
丁
目
、
社
会
福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー
）

☎
０
１
１
|
２
３
１
|
８
０
０
０

東
川
大
雪
野
球
少
年
団
が
少
年
野
球

連
盟
南
支
部
秋
季
大
会
で
優
勝

　

9
月
７
日
か
ら
15
日
ま
で
、
旭
川
ド

リ
ー
ム
ス
タ
ジ
ア
ム
な
ど
で
行
わ
れ
た

旭
川
少
年
野
球
連
盟
南
支
部
秋
季
大
会

（
Ａ
ク
ラ
ス
13
チ
ー
ム
）
で
、
東
川
大

雪
野
球
少
年
団
チ
ー
ム
が
美
瑛
野
球
少

年
団
を
下
し
て
優
勝
し
、
10
月
に
開
催

さ
れ
る
「
あ
さ
ひ
か
わ
新
聞
杯
チ
ャ
ン

ピ
オ
ン
大
会
」
へ
の
出
場
が
決
ま
り
ま

し
た
。

　

準
決
勝
戦
は
千
代
田
イ
ー
グ
ル
ス

特定公共賃貸住宅の入居者を募集します

１．入居申込書
２．住宅等状況申告書
３．平成19年1月から12月までの所得の状況が確認できる書類（所得証明、源泉徴収票など）
４．納税証明書（平成19年1月1日現在町内に住所があった方は同意書で可）
５．その他必要と認める書類
６．印鑑
※下線のついている書類は、税務課収納室に用意してあります。
※３・４の書類は、入居予定者の中で所得のある方全員分を提出してください。

受付期間

受付場所

募集戸数

お申し込みに
必要なもの

10月1日（水）～24日（金）
税務課収納室（役場庁舎1階4番窓口）
3戸

入居申し込み者または同居親族が「暴力団員による不当な行為の防止等に関する法律」第2条第6号に該当する場合に
は、入居することはできません。

申し込み者が募集戸数を超える場合は公開抽選会を開催します。開催日は未定です。

11月上旬
家賃の3カ月分
入居者と同程度以上の所得金額のある方2人
税務課収納室　☎82-2111（内線122）

そ の 他

選 考 方 法

入居予定日

敷 金

連帯保証人

お問い合わせ

募集団地 場　所 間取り･戸数･家賃 建築年・構造・設備等 そ　の　他

・3LDK（80.9㎡)
・1戸（2階中央）
・55,000円～
　72,600円

・平成9年
・鉄筋コンクリート造り2階建て
・浴室（ユニットバス付き）
・物置付き、駐車場1台

南団地B1 南町1丁目7番

町内に住所または勤務地を有する方および本町に居住を希望されている方で次の要件に該当する方

●家族向け特定公共賃貸住宅

①

入
居
資
格

（１）同居または同居しようとする親族がいる方
（２）世帯の収入金額が国で定める収入基準の範囲内の方

※状況によって変わる場合がありますので、詳細はお問い合わせください。

募集団地 場　所 間取り･戸数･家賃 建築年・構造・設備等 そ　の　他

●単身者用特定公共賃貸住宅

・1LDK（38.1㎡)
・1戸（2階中央）
・30,800円～
　40,700円

・平成11年
・鉄筋コンクリート造り2階建て
・浴室（ユニットバス付き）
・オール電化住宅
・物置付き、駐車場1台

※家賃のほかに温水器、暖房機、
調理器のリース料（月額3,360円）
が別途必要です。

西町団地
アヴニールⅡ

西町1丁目9番③

・1LDK（37.2㎡)
・1戸（2階端）
・30,400円～
　40,200円

・平成6年
・鉄筋コンクリート造り2階建て
・浴室（ユニットバス付き）
・オール電化住宅
・物置付き、駐車場1台

西町団地
アヴニールⅠ

西町1丁目9番②

入
居
資
格

（1）昭和31年4月2日以後に生まれた単身の方
（2）収入金額が国で定める収入基準の範囲内の方、または入居後所得の上昇が見込まれる方
※詳細はお問い合わせください。

町内に住所または勤務地を有する方および本町に居住を希望されている方で次の要件に該当する方

各種大会成績
【軟式野球】
◇旭川少年野球連盟南支部秋季大会（9月13
～15日・旭川ドリームスタジアムほか）
▼Ａクラス決勝　東川大雪　５－２　美瑛

【剣道】
◇第36回旭川神社祭典奉納少年大会（8月16
日・旭川中体育館）
〔個人〕▼小学生低学年　②高畠遼▼同高学年
　②小浜空▼中学生男子　原谷隆広
〔団体〕▼小・中学生混成　①東川練成会Ａ

「
青
春
キ
ャ
ッ
チ
5
・
7
・
5
」（
平
成
19
年
度
入
選
作
品
）

信
じ
よ
う 

あ
な
た
の
中
の 

可
能
性

（
一
般
の
部　

明
石 

加
代
子
）

お詫び
　９月号の28㌻おいしい手
料理で中田秀子さんのお名
前が掲載もれしていました。
お詫びいたします。

文化ギャラリー展示案内
※10月3日(金)　
展示入れ替えのため休館

●10月4日（土）～
　　　　　　　　10月23日（木）
　・MOA美術館児童作品展
　・三軌会写真部北海道展

※10月24(金)　
展示作品入れ替えのため休
館

●10月25日（土）～
　　　　　　　　11月3日（月）
　・第38回東川町民総合文
　　化祭作品展　　　　　
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子育てチャンネル子育てチャンネル子育てチャンネル

　
子
ど
も
た
ち
が
最
近
変
わ
っ
て
き

て
い
る
と
私
は
感
じ
て
い
る
。
具
体

的
に
ど
の
よ
う
に
変
化
し
て
い
る
か

と
い
う
と
、
日
常
的
な
会
話
や
意
志

の
疎
通
が
非
常
に
難
し
く
な
っ
て
い

る
。
ま
た
、
子
ど
も
同
士
で
も
意
志

の
疎
通
が
で
き
な
く
て
、
さ
細
な
誤

解
か
ら
人
間
関
係
を
壊
し
て
し
ま
う

ケ
ー
ス
が
非
常
に
多
く
な
っ
て
き
て

い
る
。

　
生
徒
指
導
の
中
に
教
育
カ
ウ
ン
セ

リ
ン
グ
と
い
う
手
法
が
あ
る
。
子
ど

も
の
行
動
を
変
容
さ
せ
る
こ
と
、
つ

ま
り
気
づ
か
せ
る
こ
と
が
目
的
で
あ

る
。
子
ど
も
の
気
持
ち
を
分
か
っ
て
、

共
感
す
る
態
度
が
必
要
で
あ
る
が
、

と
き
に
は
、
叱
（
し
か
）
る
こ
と
も

不
可
欠
で
あ
る
。

　
も
ち
ろ
ん
叱
れ
ば
そ
れ
だ
け
で
良

い
と
い
う
訳
で
は
な
い
。
我
々
（
わ

れ
わ
れ
）
大
人
は
、
愛
情
に
満
ち
た

寛
大
さ
と
善
悪
を
諭
す
厳
格
な
態
度

の
両
方
が
必
要
で
あ
る
。
つ
ま
り
、

母
性
と
父
性
が
う
ま
く
か
み
あ
っ
て
、

功
を
奏
す
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　
し
か
し
、
子
ど
も
を
叱
れ
な
い
大

人
が
非
常
に
多
く
な
っ
て
き
て
い
る
。

叱
ら
な
い
と
い
う
こ
と
は
、
悪
い
こ

と
を
し
た
と
き
に
罪
悪
感
が
芽
生
え

る
チ
ャ
ン
ス
を
子
ど
も
か
ら
奪
う
と

い
う
こ
と
で
あ
る
。

　
昔
の
日
本
、
特
に
江
戸
時
代
に
お

い
て
は
、
一
人
の
子
ど
も
に
対
し
て
、

名
付
け
の
親
や
育
て
の
親
、
寺
子
屋

の
先
生
に
至
る
ま
で
、
十
人
以
上
の

大
人
が
関
わ
り
教
育
を
し
て
い
た
。

当
時
は
早
く
か
ら
職
業
の
方
向
性
が

決
ま
っ
て
お
り
、
読
み
書
き
、
そ
ろ

ば
ん
だ
け
で
な
く
、
そ
の
職
業
に
就

く
に
あ
た
り
、
必
要
な
心
得
と
い
っ

た
内
面
も
重
視
し
て
い
た
。
一
つ
叱

っ
て
、
三
つ
褒
め
る
と
い
っ
た
こ
と

が
タ
イ
ミ
ン
グ
よ
く
行
わ
れ
て
い
た
。

も
ち
ろ
ん
こ
う
い
っ
た
指
導
に
は
大

人
と
子
ど
も
の
信
頼
関
係
が
不
可
欠

で
あ
る
と
い
う
こ
と
は
い
う
ま
で
も

な
い
。
ま
た
、
叱
る
こ
と
で
信
頼
関

係
が
深
ま
る
こ
と
も
あ
る
。

　
こ
の
時
代
か
ら
比
べ
る
と
今
の

我
々
大
人
は
叱
る
勇
気
や
気
力
、
関

　
心
が
な
く
し
て
し
ま
っ
た
の
だ
ろ
う

か
。
そ
れ
と
も
、
子
ど
も
の
生
活
環

境
が
変
わ
っ
て
し
ま
っ
た
の
だ
ろ
う

か
。

　
私
は
、
商
業
と
情
報
と
い
う
教
科

を
教
え
て
い
る
が
、
本
校
す
べ
て
の

生
徒
を
対
象
に
、
記
名
式
で
ア
ン
ケ

ー
ト
を
実
施
し
た
。
こ
の
結
果
か
ら

次
の
こ
と
が
わ
か
っ
て
き
た
。

　
子
ど
も
た
ち
の
中
に
は
、
携
帯
電

話
で
の
メ
ー
ル
の
送
受
信
が
一
日
に

千
件
を
超
え
た
こ
と
が
あ
る
生
徒
が

数
名
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　
一
睡
も
せ
ず
に
携
帯
電
話
を
操
作

し
た
こ
と
が
あ
る
子
ど
も
も
多
数
い

る
う
こ
と
が
分
か
っ
て
き
た
。
こ
れ

は
一
部
の
子
ど
も
た
ち
の
状
況
で
は

な
く
、
全
国
的
に
、
あ
る
い
は
小
学

生
に
至
る
ま
で
、
そ
う
い
う
傾
向
が

急
速
に
増
大
し
て
い
る
の
で
は
な
い

だ
ろ
う
か
。

　
我
々
大
人
は
、
子
ど
も
た
ち
の
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
形
態
や
環
境
が

激
変
し
て
い
る
こ
と
に
早
急
に
気
が

つ
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
携
帯
電
話
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
は
、

子
ど
も
た
ち
を
変
え
て
い
る
大
き
な

原
因
の
一
つ
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

子
ど
も
の
本
質
は
今
も
昔
も
変
わ
ら

な
い
が
、
我
々
大
人
が
環
境
を
変
え

て
し
ま
っ
た
。
そ
の
責
任
と
し
て
、

も
っ
と
叱
る
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
を
重

要
視
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
私
は

考
え
る
。

　
こ
の
東
川
町
は
、
教
育
面
で
非
常

に
優
れ
た
点
が
あ
る
。
幼
児
セ
ン
タ

ー
か
ら
高
等
学
校
、
専
門
学
校
に
至

る
ま
で
一
貫
し
た
教
育
施
設
環
境
が

あ
り
、
複
数
の
教
育
機
関
が
子
ど
も

の
成
長
に
関
わ
っ
て
い
る
。
町
内
に

い
れ
ば
、
町
内
の
複
数
の
大
人
が
見

守
っ
て
く
れ
る
。

　
私
は
、
教
員
で
あ
り
、
こ
れ
か
ら

も
東
川
の
子
ど
も
た
ち
を
教
え
、
諭

し
て
、
と
き
に
は
叱
り
、
褒
め
て
あ

げ
た
い
。

叱
る
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ

叱
る
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ

北
海
道
東
川
高
等
学
校　
　
　
　
　
　
　

　

教  

諭  　

井　

上　
　

司
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子育てチャンネル子育てチャンネル
保健だより
for Healthy Life

注
目
さ
れ
始
め
た
ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

体
脂
肪
を
減
ら
そ
う
〜
必
見
！
ベ
ス
ト
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

　

ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
と
は
、

北
欧
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
が
発
祥
の
地
。
ス

ト
ッ
ク
を
両
手
で
持
っ
て
２
本
ス
ト
ッ

ク
で
歩
行
す
る
運
動
で
す
。
ス
ト
ッ
ク

を
地
面
に
つ
き
な
が
ら
歩
く
の
で
冬
場

の
雪
道
で
も
安
定
性
が
増
し
、
ス
キ
ー

の
ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
競
技
選
手
が
夏

の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
と
し
て
活
用
し
て
い

ま
す
。
北
欧
で
は
通
勤
、
通
学
時
な
ど

を
利
用
し
た
毎
日
の
運
動
と
し
て
日
常

的
な
光
景
に
な
っ
て
い
る
と
い
わ
れ
て

い
ま
す
。

　

だ
れ
で
も
無
理
な
く
で
き
る
ウ
ォ
ー

キ
ン
グ
で
す
が
、
そ
の
運
動
効
果
は
意

外
に
大
き
い
も
の
で
す
。

①
通
常
の
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
に
比
べ
て
運

動
量
が
20
パ
ー
セ
ン
ト
ほ
ど
上
昇
す
る

の
で
、
体
脂
肪
が
減
っ
て
体
が
引
き
締

ま
り
ま
す
②
両
手
で
ス
ト
ッ
ク
を
持
つ

の
で
、
首
、
肩
の
痛
み
や
凝
り
を
解
消

し
、
膝
や
腰
に
か
か
る
負
担
を
軽
減
し

ま
す
③
滑
り
や
す
い
雪
氷
路
面
の
歩
行

転
倒
防
止
に
役
立
ち
ま
す
―
。
季
節
や

年
齢
を
問
わ
ず
、
だ
れ
で
も
気
軽
に
楽

し
み
な
が
ら
健
康
効
果
を
上
げ
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

「
歩
き
方
」
を
工
夫
し
ま
し
ょ
う

▼
そ
の
1　

ス
ト
ッ
ク
を
意
識
せ
ず
、

　

引
き
ず
っ
た
ま
ま
で
も
い
い
の
で
普

　

通
に
歩
き
ま
し
ょ
う
。
自
然
に
腕
を

　

振
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
ら
、
ス
ト
ッ

　

ク
を
軽
く
握
り
、
地
面
を
突
き
始
め

　

て
く
だ
さ
い
。

▼
そ
の
２　

ス
ト
ッ
ク
は
前
足
の
中
間

　

に
突
き
、
そ
の
ま
ま
手
が
腰
を
通
過

　

す
る
ま
で
し
っ
か
り
力
を
か
け
、
自

　

分
の
体
全
体
を
前
方
に
押
し
出
す
よ

　

う
に
し
ま
し
ょ
う
。

▼
そ
の
３　

慣
れ
て
き
た
ら
歩
幅
を
大

　

き
く
取
る
こ
と
を
心
が
け
、
リ
ズ
ム

　

良
く
進
み
ま
し
ょ
う
。

　
　

通
勤
や
散
歩
、
毎
日
の
買
い
物
行

　

き
帰
り
な
ど
、
い
つ
で
も
ど
こ
で
も

　

で
き
ま
す
。
た
だ
し
舗
装
道
路
や
公

　

園
な
ど
、
路
面
に
穴
を
あ
け
る
こ
と

　

を
禁
止
し
て
い
る
場
所
で
は
、
ス
ト

　

ッ
ク
先
端
に
ゴ
ム
キ
ャ
ッ
プ
を
付
け
、

　

路
面
を
傷
つ
け
な
い
よ
う
マ
ナ
ー
に

　

配
慮
し
ま
し
ょ
う
。

▼
ス
ト
ッ
ク
を
持
て
な
い
時　
　

ス
ト

　

ッ
ク
が
持
て
な
い
時
、
持
ち
歩
け
な

　

い
時
に
は
「
太
も
も
歩
き
（
ヒ
ッ
プ

　

ス
ラ
イ
ド
）
」
と
い
う
歩
き
方
が
あ

　

り
ま
す
。

　
　

膝
を
曲
げ
、
膝
下
（
ふ
く
ら
は
ぎ
）

　

を
垂
直
に
立
て
て
足
の
裏
全
体
で
接

　

地
し
、
歩
幅
を
大
き
く
取
っ
て
、
重

　

心
を
上
下
す
る
よ
う
に
歩
き
ま
し
ょ

　

う
。

　
　

通
常
の
か
か
と
歩
き
歩
行
中
に
１

　

分
間
ほ
ど
行
い
、
こ
れ
を
３
回
繰
り

　

返
し
ま
し
ょ
う
。
慣
れ
て
き
た
ら
回

　

数
を
増
や
し
、
そ
れ
で
も
不
足
を
感

　

じ
た
ら
１
回
当
た
り
の
時
間
も
増
や

　

し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

　
　

た
だ
し
膝
と
腰
に
負
担
が
か
か
る

　

の
で
１
回
当
た
り
の
運
動
時
間
は
３

　

分
間
程
度
ま
で
に
し
て
く
だ
さ
い
。

　

ベ
タ
足
で
接
地
す
る
の
で
安
定
性
が

　

増
し
、
転
倒
予
防
に
も
効
果
が
あ
り

　

ま
す
。
太
腿
と
臀
部
（
で
ん
ぶ
）
の

　

筋
肉
を
使
う
有
酸
素
運
動
で
す
。

　

ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
の
基

本
を
学
ぶ
講
座
を
開
き
ま
す
。
健
康
増

進
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
は
い
か
が
？

（
く
ら
し
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
欄
18
㌻
の

お
知
ら
せ
参
照
。
健
診
チ
ラ
シ
10
月
号

の
裏
面
も
ご
参
照
く
だ
さ
い
）

注
目
さ
れ
始
め
た
ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

体
脂
肪
を
減
ら
そ
う
〜
必
見
！
ベ
ス
ト
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

　

道
内
は
全
国
平
均
に
比
べ
て
肥
満
者
の
割
合
が
高
い
地
域
で
す
。
そ
れ
は
積
雪
、
寒
冷
、
滑
り
や
す
い
路
面
な

ど
が
原
因
で
、
冬
期
間
の
運
動
量
低
下
が
大
き
い
た
め
だ
と
分
か
り
ま
し
た
。
普
段
忙
し
い
方
は
運
動
す
る
時
間

を
十
分
に
取
る
こ
と
が
難
し
い
場
合
が
多
い
で
す
が
、
そ
れ
で
も
、
１
日
に
少
し
は
歩
く
は
ず
。
こ
の
少
し
の
時

間
を
ち
ょ
っ
と
工
夫
し
て
、
効
果
的
で
楽
し
く
安
全
な
ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

かかと歩き太もも歩き

雪道を歩く技術

・ひねり（ツイスト）あり
必然的に大きくなる

ベタ足接地

広い

せまい
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ctober 2008 本誌の印刷には、大豆インクを使用しています。
また用紙には再生紙（100％）を使用しています。

10月 October

保健カレンダー
お問い合わせ
●住民福祉課保健指導室　☎82－2111

【10月分】

13:00～14:00
13:30～

10:00～12:00
10:00～13:00
12:45～13:15

＜地域子育て支援センター＞
申し込み・お問い合わせ　
地域子育て支援センター（☎82－5100）

＜親子遊び体験教室＞
3日（金）テーマ「楽器遊び」…………… 10:00～11:30

＜遊びの広場＞
（毎週月・火・水曜日プレイルーム開放）……9:00～12:00
1日・6日・7日・8日・14日・15日・20日・21日・22日・
27日・28日・29日

※会場は幼児センターです！

おいしい手料理

　季節の秋サケ切り身を使って、フライパン1つでいつで
も出来る簡単北海道料理です。

＜材料＞2人分
● サケの生切り身…２切れ
● ピーマン…………半分程度
● キャベツ…………８分の１玉
● たまねぎ…………約半分
● だし昆布…20㌢㍍程度の大きさ

＜作り方＞
① フライパンかホットプレートにだし昆布を引き、サケの切り身を
　 乗せます。
② キャベツの千切り、ピーマンの輪切り、たまねぎの細切りをさら
　 に上に載せます。
③ 味噌、日本酒、みりん、砂糖を加えて混ぜ合わせた調味料を上か
　 らかけ、バター、レモンバームを乗せて５～10分間程度中火で蒸
　 し焼きにして出来上がり。

　切り身の上にはニンジンやきのこ類を乗せてもおいしくいただけ
ます。味をおいしくするポイントは下に敷くだし昆布です。

　シベリア原産のタデ科多年草。和名
「ショクヨウダイオウ」。漢方では便
秘などの緩下剤として有名。酸味が強
く癖がありますが、ジャムでおいしく
いただけます。お酒のおつまみに、お
手軽カナッペをどうぞ。

＜材料＞
● スライス食パン…２枚程度
● ルバーブの茎……１、２本

＜作り方＞
① ルバーブは、茎を１㌢㍍程度の長さに細かくぶつ切りにし、同量
　 程度の砂糖と一緒に10分間程度煮込む。
② すぐに茎は液状にとけるので、火を止めてレモン汁（２、３滴）
　 を加える。これでジャムは完成。
③ 用意した食パンは耳を切り、４等分にしてジャムを乗せ、その上
　 に４等分したスライスチーズを乗せる。
④ パンをオーブントースターに入れ、チーズが溶ければ出来上がり。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（中田　秀子さん）

※ルバームは雪が降る前まで、中田さん宅でお分けすることができます。

【食べて健康・豆知識】
　今月も前回に引き続いてこれから旬を迎えるサケのメニューです。
　サケはビタミンＡ、Ｂ1、Ｂ2、Ｄ、カルシウムが多いのが魅力で
す。不足しているビタミンＣを野菜（ピーマン、キャベツ）やくだ
もので補い、豊富に含まれるＢ群には、吸収を促進するアリシンを
含むたまねぎを組み合わせるといいでしょう。
　レモンバームを用意できない方は、レモンで代用できます。
　ルバーブは、マーケットの店頭ではあまり見受けられませんが、
見た目はふきに似ていてジャムに適しています。中田さんからおす
そ分けをもらって、ぜひ作ってみてください。

　　　　　　　　　　　（住民福祉課栄養士　中村　弘美さん）

おいしい手料理

【サケの簡単チャンチャン焼き】【サケの簡単チャンチャン焼き】

【ルバーブを使った食パンカナッペ】【ルバーブを使った食パンカナッペ】

※会場は保健福祉センターです！

【11月分】

1日

3日

6日

16日
23日
24日
27日

（水）

（金）

（月）

（木）
（木）
（金）
（月）

～12月30日（火）
インフルエンザ予防接種期間（町立診療所）
もぐもぐ教室
乳幼児健診　
　　　　　　　　　（通知者以外は14:30～）
～17日（金）
後期高齢者健診（町立診療所）
元気っ子クッキング
栄養教室
3歳児健診
子育て相談

7日

10日

11日

11日
12日
17日
18日
19日

（金）

（月）

（火）

（火）
（水）
（月）
（火）
（水）

ごっくん教室
乳幼児健診
移動献血車来町
ノルディックウォーキング教室
～14日（金）
ポリオ接種期間
旭川がん検診センター送迎検診
児童相談所巡回相談
子育て相談
栄養教室
～21日（金）
旭川厚生病院　特定健診、がん検診

申込制

申込制

予約制

インターネットでも情報満載!!
広報ひがしかわのバックナンバーや町の情報がリアルタイムにインターネットで紹介されています
ので、こちらのチェックを忘れずに！

■東川町オフィシャルサイト  http://town.higashikawa.hokkaido.jp/

● 味噌…………………大さじ２
● 日本酒………………大さじ１
● みりん………………大さじ１
● 砂糖、レモンバーム…各少々
● バター…………１㌢㍍角程度

● 砂糖、レモン汁…お好みで
● スライスチーズ…２枚程度


